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はじめに 

本書では、本ソフトと株式会社オービックビジネスコンサルタントの会計ソフト「勘定奉行」「勘定奉行[建

設業編]」との連携について、事前設定、連携手順を説明します。 

 

本書では「勘定奉行」の画面例で連携手順を説明しますが、「勘定奉行[建設業編]」も同様の手順で連携が

可能になります。 

 

本書で使用する画面例については「勘定奉行 i8」のものとなります。会計ソフトのバージョンにより表示内

容が異なる場合がありますが、操作方法に差異はありません。 

 

本書に記載されていない「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」のその他機能の詳細については、「勘定奉行」

「勘定奉行[建設業編]」の操作説明をご参照ください。 
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1 連携の概要 

1.1 連携の概要  

本ソフトは、電子記録債権取引システムからダウンロードした通知ファイル（でんさいネット標準フォーマ

ット（固定長テキスト形式）1.2 版の配信 1）を読込み、電子記録債権の債務情報を省いた債権情報 CSV ファ

イル（受入債権一覧）を出力することができます。出力した債権情報 CSV ファイルを「勘定奉行」もしくは

「勘定奉行[建設業編]」に読込むことにより、簡単に仕訳伝票を作成することができます。 
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1.2 連携条件について 

本ソフトと連携が可能となる条件は下記の通りとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※連携可能な勘定奉行のバージョンについては、株式会社 NTT データフロンティアのホームページを 

ご参照ください。 

 

 

「勘定奉行」もしくは「勘定奉行[建設業編]」

を利用している ※ 

 

YES 

「OBC メンテナンスサポートサービス（OMSS）」

の電子記録連携サービスに未加入 

NO 「OMSS」は電子記録債権機能が含まれるた

め、本ソフトとの連携は不要です 

本ソフトと連携が可能です 

YES 

「電債・受取手形管理オプション」「電債・支払

手形管理オプション」を未購入 

NO 「電債・受取手形管理オプション」「電債・支払

手形管理オプション」は電子記録債権機能が

含まれるため、本ソフトとの連携は不要です 

YES 
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1.3 連携の流れ 

 事前設定 

 

 

 

                                             

 

                                   

 

 

 連携手順 

 

 

 

 

 

 

 

本ソフトの事前設定 

「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」の事前設定 
2.1参照 

2.2参照 

通知ファイルの読込み 

 

3.1参照 

通知ファイルのダウンロード 

（本ソフトのサポート対象外） 

 

 

 

(本ソフトのサポート対象外) 

（電子記録債権取引システムからのダウ

ンロードはお客様にて実施ください。） 

仕訳伝票の作成 

3.1参照 
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1.4 使用フォーマットについて 

「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」との連携で使用するフォーマットについて説明します。 

「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」の利用状況に応じて、下記使用フォーマットから適切なものを選択し

てください。以降の設定については、選択した使用フォーマットに沿って実施してください。 

 

条件１ ※1 条件２ ※2 選択する使用フォーマット 

「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」

の取引先登録画面で取引先を管理

している場合 

「勘定奉行」「勘定奉行[建設業

編]」の仕訳処理画面の「摘要」を

使用している場合 

連携用_勘定奉行（OBC）_SN 

「勘定奉行」「勘定奉行[建設業

編]」の仕訳処理画面の「摘要」を

使用していない場合 

連携用_勘定奉行（OBC）_SY 

「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」

の補助科目登録画面で取引先を管

理している場合 

「勘定奉行」「勘定奉行[建設業

編]」の仕訳処理画面の「摘要」を

使用している場合 

連携用_勘定奉行（OBC）_BN 

「勘定奉行」「勘定奉行[建設業

編]」の仕訳処理画面の「摘要」を

使用していない場合 

連携用_勘定奉行（OBC）_BY 

 

※1：詳細は「2.1.2 補助科目を確認する」、「2.1.3 取引先を確認する」をご参照ください。 

 

※2：詳細は「2.1.5 摘要を確認する」をご参照ください。 
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2 連携事前設定 

2.1 「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」の事前設定 

連携を行うための「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」の事前設定方法を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

操作方法 

2.1.1 勘定科目を確認する 

 

連携で使用する勘定科目が登録されているか確認します。 

 

 「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」を開き、[導入処理]＞[科目体系登録]＞[勘定科目登録]を押下

します。 

 

 

2.1.1 

勘定科目を確認す

る 

2.1.2 

補助科目を確認す

る 

2.1.3 

取引先を確認する 

 

2.1.4 

部門を確認する 

2.1.5 

摘要を確認する 
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 勘定科目「売掛金」が存在することを確認します。 

勘定科目「売掛金」が存在しない場合は、任意のコードで新規作成します。 

（新規作成方法については「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」の操作説明をご参照ください。） 
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 勘定科目「電子記録債権」が存在することを確認します。 

勘定科目「電子記録債権」が存在しない場合は、任意のコードで新規作成します。 

（新規作成方法については「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」の操作説明をご参照ください。） 

 

 

 

 

勘定科目「電子記録債権」の使用区分「未使用にする」にチェックが入っている場合は、

チェックボックスを外して使用可能にしてください。 
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2.1.2 補助科目を確認する 

 

取引先を補助科目登録画面で管理している場合、連携で使用する補助科目が登録されているか確認します。 

【対象の使用フォーマット：連携用_勘定奉行（OBC）_BN、連携用_勘定奉行（OBC）_BY】 

 

 

 勘定科目「売掛金」の補助科目を確認します。 

[導入処理]＞[科目体系登録]＞[補助科目登録]を押下します。 

 

 

 

取引先を取引先登録画面で管理している場合、本項の作業は不要です。 
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 「勘定科目」の[検索]を押下します。 
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 「2.1.1 勘定科目を確認する」で確認または登録した「売掛金」を選択し、[OK]を押下します。 
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 取引先の情報が、補助科目に設定されていることを確認します。 

補助科目が未設定である場合は、任意のコードで新規作成します。 

（新規作成方法については「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」の操作説明をご参照ください。） 

 

 

 

 

 

登録した「コード」「補助科目名」は、「2.2.2 取引先を設定する」にて、本ソフト

用の事前設定として使用するため、値をお控えください。 

電子記録債権を受け入れる対象の取引先をすべて登録しておく必要があります。 

取引先が増減した場合は、都度修正ください。 

また、電子記録債権以外を利用する取引先が登録されていても問題ありません。 
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 勘定科目「電子記録債権」の補助科目を確認します。 

「勘定科目」の[検索]を押下します。 
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 「2.1.1 勘定科目を確認する」で確認または登録した「電子記録債権」を選択し、[OK]を押下します。 
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 取引先に対応する補助科目が存在することを確認します。 

勘定科目「電子記録債権」は、勘定科目「売掛金」に登録した取引先をすべて同様に設定する必要が

あるため、存在しない場合は、複写機能により、勘定科目「売掛金」の補助科目をコピーしてくださ

い。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補助科目は複写機能を利用せず、本画面より 1件ずつ登録することも可能です。 

補助科目の作成方法については「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」の操作説明をご参

照ください。 
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 [複写]を押下します。 
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 [次へ]を押下します。 

 

 

 

 「勘定科目コード」に「売掛金」に対応するコードを入力します。 

「選択範囲」に表示されている取引先に対応する補助科目を選択し、[選択]を押下します。 

すべての補助科目を選択したい場合は[全選択]を押下します。 

 



 

 

 

 19 

 選択済み項目を確認し、[次へ]を押下します。 

 

 「勘定科目コード」に「電子記録債権」に対応するコードを入力します。 

選択科目に「電子記録債権」が表示されることを確認し、[次へ]を押下します。 

 

 



 

 

 

 20 

 複写する補助科目、複写先の勘定科目を確認し、[次へ]を押下します。 

 

 [完了]を押下します。 
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 勘定科目「電子記録債権」の補助科目が正常に複写されていることを確認します。 
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2.1.3 取引先を確認する 

 

取引先を取引先登録画面で管理している場合、連携で使用する取引先が登録されているか確認します。 

【対象の使用フォーマット：連携用_勘定奉行（OBC）_SN、連携用_勘定奉行（OBC）_SY】 

 

 

 

 

 

 

 

 取引先を確認します。 

[導入処理]＞[取引先登録]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

取引先を補助科目登録画面で管理している場合、本項の作業は不要です。 

「勘定奉行」オプションを使用している場合、取引先登録はオプション側の取引先登

録を確認してください。 

確認方法は「2.1.3 取引先を確認する」と同一になりますが、取引先登録画面は[支払

管理]＞[導入処理]＞[取引先登録]＞[取引先登録]より表示します。 

「勘定奉行[建設業編]」をご利用の場合、オプションの使用有無に関わらず、 

[導入処理]＞[取引先登録]より確認してください。 
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 「コード」の[検索]を押下します。 
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 「即時検索しない」を選択し、[検索]を押下します。 
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 取引先に対応するレコードが存在することを確認します。 

存在しない場合は、任意のコードで新規作成します。 

（新規作成方法については「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」の操作説明をご参照ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子記録債権を受け入れる対象の取引先をすべて登録しておく必要があります。 

取引先が増減した場合は、都度修正ください。 

また、電子記録債権以外を利用する取引先が登録されていても問題ありません。 

登録した「コード」「取引先名１」は、「2.2.2 取引先を設定する」にて、本ソフト用の

事前設定として使用するため、値をお控えください。 
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部門を使用していない場合、本項の作業は不要です。 

2.1.4 部門を確認する 

 

部門を部門登録画面で管理して利用している場合、登録内容を確認します。 

【対象の使用フォーマット：全フォーマット】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [導入処理]＞[部門登録]＞[部門登録]を押下します。 
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 部門に対応するレコードが存在することを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録した「コード」「部門名」は、「2.2.4 固定値を設定する」にて、本ソフト用の 

事前設定として使用するため、値をお控えください。 
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2.1.5 摘要を確認する 

 

仕訳処理画面「摘要」の使用用途を確認します。 

 

「摘要」を既存の用途（メモ欄等）で使用していない場合、通知ファイルに設定される「依頼人 Ref.No.」

を仕訳処理画面の「摘要」に連携する設定を選択します。 

【対象の使用フォーマット：連携用_勘定奉行（OBC）_SY、連携用_勘定奉行（OBC）_BY】 

 

「摘要」を既存の用途（メモ欄等）で使用している場合、通知ファイルに設定される「依頼人 Ref.No.」

を仕訳処理画面に連携しない設定を選択します。 

【対象の使用フォーマット：連携用_勘定奉行（OBC）_SN、連携用_勘定奉行（OBC）_BN】 

 

 

 

 [仕訳処理]＞[仕訳処理]を押下します。 
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 仕訳処理画面の既存伝票を表示し、「摘要」を使用しているか確認します。「摘要」の使用用途を確

認の上、使用フォーマットを選択ください。 
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2.2 本ソフトの事前設定 

連携を行うための本ソフトの事前設定方法を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

操作方法 

2.2.1 通知確認設定情報を設定する  

 

 本ソフトのシステム設定画面を開き、通知確認設定情報の予約通知を「出力しない」に設定し、[保

存]を押下します。 

 

 

2.2.1 

通知確認設定情報

を設定する 

2.2.2 

取引先を設定する 

 

2.2.3 

出力 CSV 設定を 

設定する 

 

2.2.4 

固定値を設定する 
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2.2.2 取引先を設定する 

 

 本ソフトの取引先管理画面を開き、「2.1.2 補助科目を確認する」または「2.1.3 取引先を確認す

る」で登録した取引先が登録されていることを確認します。登録されていない場合は新規に登録しま

す。 

 

 

 

 

 

 

本ソフトの[CSV 読込]を用いて「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」の取引先情報を読

込むことはできません。 
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本ソフトへの登録時には、コピー＆ペーストをするなどし、「勘定奉行」「勘定奉

行[建設業編]」の設定値と完全に一致させてください。 

取引先を補助科目登録画面で管理している場合の例を以下に示します。 

【対象の使用フォーマット：連携用_勘定奉行（OBC）_BN、連携用_勘定奉行（OBC）_BY】 

 

 取引先 ID に補助科目のコードを登録します。 
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本ソフトへの登録時には、コピー＆ペーストをするなどし、「勘定奉行」「勘定奉

行[建設業編]」の設定値と完全に一致させてください。 

取引先を取引先登録画面で管理している場合の例を以下に示します。 

【対象の使用フォーマット：連携用_勘定奉行（OBC）_SN、連携用_勘定奉行（OBC）_SY】 

 

 取引先 ID に取引先登録画面のコードを登録します。 
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2.2.3 出力 CSV 設定を設定する 

 

 本ソフトのシステム設定画面を開き、出力 CSV 設定の使用フォーマットを選択し、[保存]を押下しま

す。選択するフォーマットは「1.4 使用フォーマットについて」を参照ください。 
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連携用の出力 CSV フォーマットについては、「フォーマット名」の修正はできませ

ん。 

 

2.2.4 固定値を設定する 

 

出力 CSV フォーマット詳細設定画面を開き、「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」に登録されている勘定

科目コードと部門コードを設定します。 

 

 本ソフトのシステム設定画面を開き、出力 CSV 設定の[修正]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出力 CSV フォーマットの通知の[設定]を押下します。 
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 出力 CSV フォーマット詳細設定画面の固定値を設定し、[保存]を押下します。 

設定値については次ページ以降の通り設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記サンプル画面は使用フォーマットに「連携用_勘定奉行（OBC）_SY」を設定した場合の画面です。 
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 借方勘定科目コードの固定値について 

「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」の勘定科目「電子記録債権」に対応するコードを設定します。 
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 貸方勘定科目コードの固定値について 

「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」の勘定科目「売掛金」に対応するコードを設定します。 
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本ソフトで設定する「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」との連携用の「部門コード」

は１種類になります。複数の部門を使い分けて利用する場合は、連携後の「勘定奉行」

「勘定奉行[建設業編]」の仕訳処理画面で修正するか、連携の都度、本手順にて固定値

を修正してください。 

（仕訳処理画面での部門の修正方法については「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」の

操作説明をご参照ください。） 

 

 部門コードの固定値について 

「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」の「部門」に対応するコードを設定します。 

「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」で部門を未使用の場合は、本固定値の設定は「0」を設定してく

ださい。 
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【参考】固定値の属性と桁数について 

出力 CSV フォーマット詳細設定画面の固定値について、各項目は半角／全角で設定可能ですが、下記以外の

属性と桁数で入力した場合、債権情報 CSV ファイル作成時にエラーが発生します。 

 

No 固定値の項目名 属性 桁数 必須／任意 備考 

1 借方勘定科目コード 全角／半角 4 必須  

2 貸方勘定科目コード 全角／半角 4 必須  

3 部門コード 全角／半角 4 必須  

 

【参考】出力 CSV フォーマット詳細設定画面の初期設定値 

No 項目 項目番号（カッコ内は固定値の値） 

1 CSV 項目数 39 

2 利用者 ID の自動設定有無 

3 
 利用者 ID の自動設定有無 

（通知先情報） 

自動設定しない 

4 
利用者 ID の自動設定有無 

（義務者情報、権利者情報） 

自動設定する 

5 タイトル行有無 

6  タイトル行有無 設定しない 

7 出力 CSV 項目設定 

8  データレコード項目 

9  作成対象区分 1 

10 通知作成日 2 

11 通知先情報_利用者番号 3 

12 通知先情報_通知先名ｶﾅ 4 

13 通知先情報_金融機関コード 5 

14 通知先情報_金融機関名ｶﾅ 6 

15 通知先情報_支店コード 7 

16 通知先情報_支店名ｶﾅ 8 

17 通知先情報_口座種別 9 

18 通知先情報_口座番号 10 

19 通知先情報_利用者 ID - 

20 合計件数（件） 11 

21 合計金額（円） 12 

22 データレコード区分 13 

23 義務者情報_義務者名 14 

24 義務者情報_金融機関コード 15 

25 義務者情報_金融機関名ｶﾅ 16 

26 義務者情報_支店コード 17 

27 義務者情報_支店名ｶﾅ 18 

28 義務者情報_口座種別 19 

29 義務者情報_口座番号 20 

30 義務者情報_利用者 ID 35 

31 権利者情報_権利者名 21 

32 権利者情報_金融機関コード 22 
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No 項目 項目番号（カッコ内は固定値の値） 

33   権利者情報_金融機関名ｶﾅ 23 

34 権利者情報_支店コード 24 

35 権利者情報_支店名ｶﾅ 25 

36 権利者情報_口座種別 26 

37 権利者情報_口座番号 27 

38 権利者情報_利用者 ID 36 

39 債権金額（円） 28 

40 支払期日 29 

41 譲渡制限有無 30 

42 記録番号 31 

43 依頼人 Ref.No. 32 

44 電子記録年月日 33 

45 取消区分 34 

46 データレコード項目（任意項目） 

47  借方勘定科目コード 37（固定値：空） 

48 貸方勘定科目コード 38（固定値：空） 

49 部門コード 39（固定値：空） 
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【参考】出力 CSV ファイルフォーマット 

No 項目名 
受入記号 

（※1） 

出力内容 

（※2） 
備考 

1 伝票区切 OBCD001 固定値：*  

2 伝票区分コード CSJS001 半角スペース 2桁  

3 用途区分 CSJS002 半角スペース 2桁  

4 部門指定方法 CSJS003 半角スペース 1桁  

5 
伝票部門コード CSJS004 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定

画面で設定された値 

 

6 日付 CSJS005 通知ファイル．電子記録年月日  

7 整理区分 CSJS006 半角スペース 1桁  

8 伝票 No. CSJS007 半角スペース 6桁  

9 伝票入力形式 CSJS009 半角スペース 1桁  

10 借方情報 

11 
 部門コード CSJS200 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定

画面で設定された値 

 

12 
勘定科目コード CSJS201 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定

画面で設定された値 

 

13 

補助科目コード CSJS202 ① 固定値：0 

② 通知ファイル．義務者情報の 

口座情報（金融機関コード／支店コード

／口座種別／口座番号）に一致する取引

先管理情報．取引先 ID を自動設定 

① 連携用_勘定奉行（OBC）_SN

利用時 

連携用_勘定奉行（OBC）_SY 

利用時 

② 連携用_勘定奉行（OBC）_BN

利用時 

連携用_勘定奉行（OBC）_BY 

利用時 

14 税区分コード CSJS203 半角スペース 4桁  

15 税率区分コード CSJS204 半角スペース 4桁  

16 事業区分コード CSJS205 半角スペース 4桁  

17 消費税計算 CSJS206 半角スペース 1桁  

18 端数処理 CSJS207 半角スペース 1桁  

19 

取引先コード CSJS208 ① 通知ファイル．義務者情報の 

口座情報（金融機関コード／支店コード

／口座種別／口座番号）に一致する取引

先管理情報．取引先 ID を自動設定 

② 固定値：0 

① 連携用_勘定奉行（OBC）_SN

利用時 

連携用_勘定奉行（OBC）_SY 

利用時 

② 連携用_勘定奉行（OBC）_BN

利用時 

連携用_勘定奉行（OBC）_BY 

利用時 

20 本体金額 CSJS213 通知ファイル．債権金額   

21 消費税額 CSJS214 半角スペース 13 桁  

22 外貨コード CSJS216 半角スペース 1桁  

23 レート CSJS217 半角スペース 1桁  

24 外貨本体金額 CSJS218 半角スペース 14 桁  

25 外貨消費税額 CSJS219 半角スペース 14 桁  

26 貸方情報 

27 
 部門コード CSJS300 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定

画面で設定された値 

 

28 
勘定科目コード CSJS301 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定

画面で設定された値 

 

 

 

 



 

 

 

 43 

No 項目名 
受入記号 

（※1） 

出力内容 

（※2） 
備考 

29 

 補助科目コード CSJS302 ① 固定値：0 

② 通知ファイル．義務者情報の 

口座情報（金融機関コード／支店コード

／口座種別／口座番号）に一致する取引

先管理情報．取引先 ID を自動設定 

① 連携用_勘定奉行（OBC）_SN

利用時 

連携用_勘定奉行（OBC）_SY 

利用時 

② 連携用_勘定奉行（OBC）_BN

利用時 

連携用_勘定奉行（OBC）_BY 

利用時 

30 税区分コード CSJS303 半角スペース 4桁  

31 税率区分コード CSJS304 半角スペース 4桁  

32 事業区分コード CSJS305 半角スペース 4桁  

33 消費税計算 CSJS306 半角スペース 1桁  

34 端数処理 CSJS307 半角スペース 1桁  

35 

取引先コード CSJS308 ① 通知ファイル．義務者情報の 

口座情報（金融機関コード／支店コード

／口座種別／口座番号）に一致する取引

先管理情報．取引先 ID を自動設定 

② 固定値：0 

① 連携用_勘定奉行（OBC）_SN

利用時 

連携用_勘定奉行（OBC）_SY 

利用時 

② 連携用_勘定奉行（OBC）_BN

利用時 

連携用_勘定奉行（OBC）_BY 

利用時 

36 本体金額 CSJS313 通知ファイル．債権金額  

37 消費税額 CSJS314 半角スペース 13 桁  

38 外貨コード CSJS316 半角スペース 1桁  

39 レート CSJS317 半角スペース 1桁  

40 外貨本体金額 CSJS318 半角スペース 14 桁  

41 外貨消費税額 CSJS319 半角スペース 14 桁  

42 摘要など 
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 摘要 CSJS100 ① 半角スペース 40 桁 

② 通知ファイル．依頼人 Ref.No. 

① 連携用_勘定奉行（OBC）_SN

利用時 

連携用_勘定奉行（OBC）_BN 

利用時 

② 連携用_勘定奉行（OBC）_SY

利用時 

連携用_勘定奉行（OBC）_BY 

利用時 

44 付箋色 CSJS101 半角スペース 1桁  

45 付箋文字 CSJS102 半角スペース 400 桁  

 

※1 出力 CSV ファイルの 1 行目に受入記号が出力されます。 

※2 出力 CSV ファイルの 2 行目以降に出力されます。 

 

（CSV ファイルフォーマットの詳細については「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」の操作説明をご参照く

ださい。） 
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3 連携手順 

3.1 連携手順 

「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」と本ソフトの連携手順を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

操作方法 

3.1.1 通知ファイルを読込む 

 

本ソフトで電子記録債権取引システムからダウンロードした通知ファイルを読込み、「勘定奉行」「勘定

奉行[建設業編]」に読込ませる債権情報 CSV ファイルを作成します。 

 

 本ソフトの通知確認画面を開き、作成対象に「受入債権一覧（発生・譲渡による受入）」を選択しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

3.1.1 

通知ファイルを読込

む 

【本ソフト】 

 

3.1.2 

通知情報を 

確認する 

【本ソフト】 

3.1.3 

仕訳伝票を 

作成する 

【勘定奉行／勘定

奉行[建設業編]】 

「受入債権一覧（発生・譲渡による受入）」を選択した場合、通知ファイルから発生・

譲渡の受入情報のみを抽出した受入債権一覧を作成します。 

読込んだ通知ファイルの権利者口座情報に、自身の口座情報（通知先情報の口座情報）

が設定されている債権を抽出します。 
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 電子記録債権取引システムより取得した通知ファイルを読込みます。 

[参照]を押下します。 

 

 

 

 [参照]を押下すると、ファイルを開くダイアログが表示されます。 

内容を確認する通知ファイルを選択し、[開く]を押下します。 
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 選択したファイルが対象ファイルに表示されます。 

[読込実行]を押下します。 

 

 

 [読込実行]を押下すると、確認ダイアログが表示されます。 

よろしければ、[OK]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「2.2.3 出力 CSV 設定を設定する」で設定した使用フォーマット名（上記ダイアログ

の例では「連携用_勘定奉行（OBC）_SY」）が表示されます。 

[OK]を押下後にエラーメッセージが表示される場合、トラブルシューティング「2.1.10 

連携エラー」をご参照ください。 
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通知確認表の作成時に出力されるファイルは下記の通りです。 

通知確認表 ：通知 YYYYMMDDhhmmss_確認表.xls 

CSV ファイル ：通知 YYYYMMDDhhmmss_CSVxxx.csv 

 

 

 

 

 

 通知確認表の作成が完了すると、確認ダイアログが表示されます。 

作成した通知確認表の保存先を表示する場合、[OK]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保存先フォルダが表示されますので、通知確認表、CSV ファイルが作成されていることを確認します。 
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3.1.2 通知情報を確認する 

 

 出力された通知確認表を開きます。 

（通知確認表の詳細は、基本操作編「6.2.8.1 通知確認表（概要）」、「6.2.8.2 通知確認表」をご

参照ください。） 

通知確認表は、「概要シート」と「詳細シート」で構成されています。 

 「概要シート」には、各詳細シートにおける「出力ファイル」、「通知先情報」、「合計件数」、「合

計金額」の一覧が出力されています。 

例）通知確認表（概要シート） 

 

 

 

 「詳細シート」には、読込んだ通知ファイルの通知先口座情報ごとの詳細情報が出力されています。 

例）通知確認表（詳細シート） 

 

概要シート 

 

詳細シート 
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「詳細シート」は、通知先口座情報（金融機関コード／支店コード 

／口座種別／口座番号）ごとに作成されます。 

電子記録債権取引システムからダウンロードする際に、特定の通知先口座情報を 

指定した場合は、「詳細シート」が 1つだけ作成されることになります。 

出力ファイルも同様に、通知先口座情報の数だけ作成されます。 

作成対象が「受入債権一覧（発生・譲渡による受入）」を選択した際は、 

条件に該当する債権が存在した通知先口座情報のみ詳細シートおよび出力ファイル 

が出力されます。 

 

条件に該当する債権が存在しなかった通知先口座情報については、概要シートの 

「シート名」に「-（ハイフン）」が表示され、詳細シートおよび出力ファイルは 

出力されません。 
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3.1.3 仕訳伝票を作成する 

 

「3.1.1 通知ファイルを読込む」で作成した債権情報 CSV ファイルを「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」

で読込み、仕訳伝票を作成します。 

 

 「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」を開き、[随時処理]＞[汎用データ受入]＞[仕訳伝票データ受

入]＞[仕訳伝票データ受入]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

『税率 5％の経過措置の取引伝票』については、本連携手順にて債権情報 CSV ファ

イルを読込ませないよう注意ください。 

（経過措置の取引伝票を利用する場合には、「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」

の操作説明をご参照ください。） 
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 [新規]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕訳伝票データ受入は一度受入を実施するとパターンが作成されるため、 

次回受入時は[新規]を押下せず、作成されたパターンを選択して[OK]を 

押下します。 

作成されたパターンを選択した場合は[受入元ファイル設定]の受入元 

ファイル名を修正して[出力開始]を押下します。 
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 [基本設定]のパターンコードに任意の番号を入力し、パターン名に用途がわかるように任意の名称を

入力します。 
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[基本設定]のチェックボックス「１伝票ずつ画面に表示しながら受け入れる」をオ

ンにして[受入開始]を押下すると、１伝票ずつ確認しながら受け入れることができ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 [受入ファイル設定]の[参照]を押下し、受入元ファイル名に「3.1.1 通知ファイルを読込む」で作成

した債権情報 CSV ファイルを選択し、[受入開始]を押下します。（受入データ形式は「OBC 受入形式」

を選択） 
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「3.1.1 通知ファイルを読込む」にて複数の債権情報 CSV ファイルが作成された場

合、本項の処理を CSV ファイル数分繰り返して受入を行ってください。 

 

 

 

 

 

未受入データに件数が表示されている場合、[プレビュー]を押下し、エラー内容を 

確認してください。 

また、「2 連携事前設定」の設定が正しく行われているか確認してください。 

 

 

 

 

 

 すべての債権情報 CSV データが受入済になったことを確認し、[閉じる]を押下します。 
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 仕訳伝票の内容を確認します。 

[仕訳処理]＞[仕訳処理]を押下します。 
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 仕訳伝票の内容を確認し、問題がある場合は本画面より修正を行います。 

（仕訳処理画面での部門の修正方法については「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」の 

操作説明をご参照ください。） 

 

【対象の使用フォーマット：連携用_勘定奉行（OBC）_SY の場合の例】 

 

 

 

通知ファイルの債権情報 
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【対象の使用フォーマット：連携用_勘定奉行（OBC）_SN の場合の例】 

 

 

 

通知ファイルの債権情報 
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【対象の使用フォーマット：連携用_勘定奉行（OBC）_BN の場合の例】 

 

 

通知ファイルの債権情報 
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本ソフトで設定する「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」との連携用の「部門コード」

は１種類になります。複数の部門を使い分けて利用する場合は、連携後の本仕訳処理画

面で修正するか、連携の都度、「2.2.4 固定値を設定する」にて固定値を修正してくだ

さい。 

（仕訳処理画面での部門の修正方法については「勘定奉行」「勘定奉行[建設業編]」の

操作説明をご参照ください。） 

 

【対象の使用フォーマット：連携用_勘定奉行（OBC）_BY の場合の例】 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通知ファイルの債権情報 
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・本書の内容の一部あるいは全部（ソフトウェアおよびプログラムを含む）は、でんさいネット（全国銀行協会が提供する電子債権

記録機関）を使用する目的に限り使用できるものとします。 
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はじめに 

本書では、本ソフトと株式会社オービックビジネスコンサルタントの販売管理ソフト「商奉行」との連携に

ついて、事前設定、連携手順を説明します。 

 

本書で使用する画面例については「商奉行 i8」のものとなります。会計ソフトのバージョンにより表示内容

が異なる場合がありますが、操作方法に差異はありません。 

 

本書に記載されていない「商奉行」のその他機能の詳細については、「商奉行」の操作説明をご参照くださ

い。 
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1 連携の概要 

1.1 連携の概要  

本ソフトは、電子記録債権取引システムからダウンロードした通知ファイル（でんさいネット標準フォーマ

ット（固定長テキスト形式）1.2 版の配信 1）を読込み、電子記録債権の債務情報を省いた債権情報 CSV ファ

イル（受入債権一覧）を出力することができます。出力した債権情報 CSV ファイルを「商奉行」に読込むこ

とにより、簡単に入金伝票を作成することができます。 
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1.2 連携条件について 

本ソフトと連携が可能となる条件は下記の通りとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 連携可能な商奉行のバージョンについては、株式会社 NTT データフロンティアのホームページを 

ご参照ください。 

「商奉行」を利用している ※1 

 

YES 

本ソフトと連携が可能です 

「商奉行」と「蔵奉行」を両方を連携する必要が

ある場合、得意先コードと仕入先コードが重複

していない  

NO ※2 

YES 
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※2「商奉行」と「蔵奉行」では、管理している「得意先コード」と「仕入先コード」を別管理しているた

め、それぞれに同一のコード値を設定することができますが、本ソフト上の「取引先管理画面」に設

定する連携用の「取引先 ID」については、共通の設定になります。 

そのため、「商奉行」と「蔵奉行」で管理している「得意先コード」と「仕入先コード」の値が重複

しないように設定をする（桁数、コード値が異なる）必要があります。 

 

※コード値が重複している場合についても、「商奉行」と「蔵奉行」のいずれかのコード値のみ本ソ

フトに登録することで、いずれかのソフトのみとの連携は可能です。 

※例として「得意先コード：0001」「仕入先コード：00001」は本ソフトでは重複しないで設定可能で

す。そのため、「商奉行」「蔵奉行」のコード桁数設定で「得意先コード」と「仕入先コード」に異

なる桁数を設定できる場合は「商奉行」と「蔵奉行」の両ソフトと連携可能になります。 
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1.3 連携の流れ 

 事前設定 

 

 

 

                                             

 

                                   

 

 

 連携手順 

 

 

 

 

 

 

 

本ソフトの事前設定 

「商奉行」の事前設定 
2.1参照 

2.2参照 

通知ファイルの読込み 3.1参照 

通知ファイルのダウンロード 

（本ソフトのサポート対象外） 

 

 

 

(本ソフトのサポート対象外) 

（電子記録債権取引システムからのダウ

ンロードはお客様にて実施ください。） 

入金伝票の作成 3.1参照 
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1.4 使用フォーマットについて 

「商奉行」との連携で使用するフォーマットについて説明します。 

「商奉行」の利用状況に応じて、下記使用フォーマットから適切なものを選択してください。以降の設定に

ついては、選択した使用フォーマットに沿って実施してください。 

 

条件１ ※1 選択する使用フォーマット 

「商奉行」の入金伝票画面の「摘要」を使用している場合 連携用_商奉行（OBC）_N 

「商奉行」の入金伝票画面の「摘要」を使用していない場合 連携用_商奉行（OBC）_Y 

 

※1：詳細は「2.1.2 摘要を確認する」をご参照ください。 
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2 連携事前設定 

2.1 「商奉行」の事前設定 

連携を行うための「商奉行」の事前設定方法を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

操作方法 

2.1.1 得意先を確認する 

連携で使用する得意先が登録されているか確認します。 

 

 「商奉行」を開き、[導入処理]＞[得意先登録]＞[得意先登録]を押下します。 

 

 

2.1.1 

得意先を確認する 

2.1.2 

摘要を確認する 
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 「得意先コード」の[検索]を押下します。 
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 「即時検索しない」を選択し、[検索]を押下します。 
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 得意先に対応するレコードを選択し、[OK]を押下します。 

存在しない場合は、任意のコードで新規作成します。 

（新規作成方法については「商奉行」の操作説明をご参照ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
登録した「得意先コード」「得意先名１」は、「2.2.2 取引先を設定する」にて、本

ソフト用の事前設定として使用するため、値をお控えください。 

 

電子記録債権を受け入れる対象の得意先をすべて登録しておく必要があります。 

得意先が増減した場合は、都度修正ください。 

また、電子記録債権以外で受け入れる得意先が登録されていても問題ありません。 
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 得意先の[振込]に、会社銀行が設定されていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

電子記録債権を受け入れる対象の得意先が複数存在する場合、すべての得意先に 

ついて確認してください。 
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2.1.2 摘要を確認する 

 

入金伝票画面「摘要」の使用用途を確認します。 

 

「摘要」を既存の用途（メモ欄等）で使用していない場合、通知ファイルに設定される「依頼人 Ref.No.」

を入金伝票画面の「摘要」に連携する設定を選択します。 

【対象の使用フォーマット：連携用_商奉行（OBC）_Y】 

 

「摘要」を既存の用途（メモ欄等）で使用している場合、通知ファイルに設定される「依頼人 Ref.No.」

を入金伝票画面に連携しない設定を選択します。 

【対象の使用フォーマット：連携用_商奉行（OBC）_N】 

 

 

 

 [販売管理]＞[入金処理]＞[入金伝票]を押下します。 
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 入金伝票画面の既存伝票を表示し、「摘要」を使用しているか確認します。「摘要」の使用用途を確

認の上、使用フォーマットを選択ください。 
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2.2 本ソフトの事前設定 

連携を行うための本ソフトの事前設定方法を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

操作方法 

2.2.1 通知確認設定情報を設定する  

 

 本ソフトのシステム設定画面を開き、通知確認設定情報の予約通知を「出力しない」に設定し、[保存]

を押下します。 

 

 

2.2.1 

通知確認設定情報

を設定する 

2.2.2 

取引先を設定する 

 

2.2.3 

出力 CSV 設定を 

設定する 
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2.2.2 取引先を設定する 

 

 本ソフトの取引先管理画面を開き、「2.1.1 得意先を確認する」で登録した得意先が登録されてい

ることを確認します。登録されていない場合は新規に登録します。 

 

 

 

 

 

本ソフトの[CSV 読込]を用いて「商奉行」の取引先情報を読込むことはできません。 
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本ソフトへの登録時には、コピー＆ペーストをするなどし、「商奉行」の設定値と

完全に一致させてください。 

取引先 ID に得意先登録画面のコードを登録します。 
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2.2.3 出力 CSV 設定を設定する 

 

 本ソフトのシステム設定画面を開き、出力 CSV 設定の使用フォーマットを選択し、[保存]を押下しま

す。選択するフォーマットは「1.4 使用フォーマットについて」をご参照ください。 
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【参考】出力 CSV フォーマット詳細設定画面の初期設定値 

No 項目 
項目番号（カッコ内は固定値の値） 

連携用_商奉行（OBC）_N 

項目番号（カッコ内は固定値の値） 

連携用_商奉行（OBC）_Y 

1 CSV 項目数 24 24 

2 利用者 ID の自動設定有無 

3  利用者 ID の自動設定有無 

（通知先情報） 

自動設定しない 自動設定しない 

4 利用者 ID の自動設定有無 

（義務者情報、権利者情報） 

自動設定する 自動設定する 

5 タイトル行有無 

6  タイトル行有無 設定しない 設定しない 

7 出力 CSV 項目設定 

8  データレコード項目 

9  作成対象区分 - - 

10 通知作成日 - - 

11 通知先情報_利用者番号 - - 

12 通知先情報_通知先名ｶﾅ - - 

13 通知先情報_金融機関コード - - 

14 通知先情報_金融機関名ｶﾅ - - 

15 通知先情報_支店コード - - 

16 通知先情報_支店名ｶﾅ - - 

17 通知先情報_口座種別 - - 

18 通知先情報_口座番号 - - 

19 通知先情報_利用者 ID - - 

20 合計件数（件） - - 

21 合計金額（円） - - 

22 データレコード区分 - - 

23 義務者情報_義務者名 - - 

24 義務者情報_金融機関コード - - 

25 義務者情報_金融機関名ｶﾅ - - 

26 義務者情報_支店コード - - 

27 義務者情報_支店名ｶﾅ - - 

28 義務者情報_口座種別 - - 

29 義務者情報_口座番号 - - 

30 義務者情報_利用者 ID 5 5 

31 権利者情報_権利者名 - - 

32 権利者情報_金融機関コード - - 

33 権利者情報_金融機関名ｶﾅ - - 

34 権利者情報_支店コード - - 

35 権利者情報_支店名ｶﾅ - - 

36 権利者情報_口座種別 - - 

37 権利者情報_口座番号 - - 

38 権利者情報_利用者 ID - - 

39 債権金額（円） 22 22 

40 支払期日 18 18 

41 譲渡制限有無 - - 

42 記録番号 19 19 

43 依頼人 Ref.No. - 12 

44 電子記録年月日 3 3 

45 取消区分 - - 
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No 項目 
項目番号（カッコ内は固定値の値） 

連携用_商奉行（OBC）_N 

項目番号（カッコ内は固定値の値） 

連携用_商奉行（OBC）_Y 

46  データレコード項目（任意項目） 

47  伝票区切 1（固定値：*） 1（固定値：*） 

48 入金区分 10（固定値：8） 10（固定値：8） 

 

 

【参考】出力 CSV ファイルフォーマット 

No 項目名 受入記号（※1） 出力内容（※2） 備考 

1 伝票区切 OBCD001 固定値：*  

2 伝票区分 DSRM007 半角スペース 1桁  

3 入金日付 DSRM001 通知ファイル．電子記録年月日  

4 伝票 No. DSRM002 半角スペース 6桁  

5 請求先コード DSRM003 通知ファイル．義務者情報の 

口座情報（金融機関コード／支店コ

ード／口座種別／口座番号）に一致

する取引先管理情報．取引先 ID を自

動設定 

 

6 部門コード DSRM004 半角スペース 1桁  

7 担当者コード DSRM005 半角スペース 4桁  

8 プロジェクトコード DSRM006 半角スペース 4桁  

9 仕訳対象区分コード DSRM008 半角スペース 1桁  

10 入金区分 DSRM201 固定値：8  

11 申告書計算区分 DSRM203 半角スペース 2桁  

12 明細摘要 DSRM204 ① 半角スペース 40 桁 

② 通知ファイル．依頼人 Ref.No. 

① 連携用_商奉行（OBC）_N 利用時 

② 連携用_商奉行（OBC）_Y 利用時 

13 手形期日 DSRM205 半角スペース 11 桁  

14 手形 No. DSRM206 半角スペース 10 桁  

15 会社銀行コード DSRM207 半角スペース 2桁  

16 信販会社コード DSRM210 半角スペース 4桁  

17 回収期日 DSRM211 半角スペース 11 桁  

18 債権期日 DSRM215 通知ファイル．支払期日  

19 記録番号 DSRM216 通知ファイル．記録番号  

20 振込手数料 DSRM208 半角スペース 6桁  

21 信販手数料 DSRM212 半角スペース 13 桁  

22 入金金額 DSRM209 通知ファイル．債権金額  

23 付箋色 DSRM213 半角スペース 1桁  

24 付箋メモ DSRM214 半角スペース 400 桁  

 

※1 出力 CSV ファイルの 1 行目に受入記号が出力されます。 

※2 出力 CSV ファイルの 2 行目以降に出力されます。 

 

（CSV ファイルフォーマットの詳細については「商奉行」の操作説明をご参照ください。） 
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3 連携手順 

3.1 連携手順 

「商奉行」と本ソフトの連携手順を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

操作方法 

3.1.1 通知ファイルを読込む 

 

本ソフトで電子記録債権取引システムからダウンロードした通知ファイルを読込み、「商奉行」に読込ま

せる債権情報 CSV ファイルを作成します。 

 

 本ソフトの通知確認画面を開き、作成対象に「受入債権一覧（発生・譲渡による受入）」を選択しま

す。 

 

 

3.1.1 

通知ファイルを読

込む 

【本ソフト】 

 

3.1.2 

通知情報を 

確認する 

【本ソフト】 

3.1.3 

入金伝票を 

作成する 

【商奉行】 

「受入債権一覧（発生・譲渡による受入）」を選択した場合、通知ファイルから発生・

譲渡の受入情報のみを抽出した受入債権一覧を作成します。 

読込んだ通知ファイルの権利者口座情報に、自身の口座情報（通知先情報の口座情報）

が設定されている債権を抽出します。 
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 電子記録債権取引システムより取得した通知ファイルを読込みます。 

[参照]を押下します。 

 

 

 

 [参照]を押下すると、ファイルを開くダイアログが表示されます。 

内容を確認する通知ファイルを選択し、[開く]を押下します。 
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 選択したファイルが対象ファイルに表示されます。 

[読込実行]を押下します。 

 

 

 [読込実行]を押下すると、確認ダイアログが表示されます。 

よろしければ、[OK]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「2.2.3 出力 CSV 設定を設定する」で設定した使用フォーマット名（上記ダイアログ

の例では「連携用_商奉行（OBC）_Y」）が表示されます。 

[OK]を押下後にエラーメッセージが表示される場合、トラブルシューティング「2.1.10 

連携エラー」をご参照ください。 
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通知確認表の作成時に出力されるファイルは下記の通りです。 

通知確認表 ：通知 YYYYMMDDhhmmss_確認表.xls 

CSV ファイル ：通知 YYYYMMDDhhmmss_CSVxxx.csv 

 通知確認表の作成が完了すると、確認ダイアログが表示されます。 

作成した通知確認表の保存先を表示する場合、[OK]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保存先フォルダが表示されますので、通知確認表、CSV ファイルが作成されていることを確認します。 
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3.1.2 通知情報を確認する 

 

 出力された通知確認表を開きます。 

（通知確認表の詳細は、基本操作編「6.2.8.1 通知確認表（概要）」、「6.2.8.2 通知確認表」をご

参照ください。） 

通知確認表は、「概要シート」と「詳細シート」で構成されています。 

 「概要シート」には、各詳細シートにおける「出力ファイル」、「通知先情報」、「合計件数」、「合

計金額」の一覧が出力されています。 

例）通知確認表（概要シート） 

 

 

 

 「詳細シート」には、読込んだ通知ファイルの通知先口座情報ごとの詳細情報が出力されています。 

例）通知確認表（詳細シート） 

 

概要シート 

 

詳細シート 
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「詳細シート」は、通知先口座情報（金融機関コード／支店コード 

／口座種別／口座番号）ごとに作成されます。 

電子記録債権取引システムからダウンロードする際に、特定の通知先口座情報を 

指定した場合は、「詳細シート」が 1つだけ作成されることになります。 

出力ファイルも同様に、通知先口座情報の数だけ作成されます。 

作成対象が「受入債権一覧（発生・譲渡による受入）」を選択した際は、 

条件に該当する債権が存在した通知先口座情報のみ詳細シートおよび出力ファイル 

が出力されます。 

 

条件に該当する債権が存在しなかった通知先口座情報については、概要シートの 

「シート名」に「-（ハイフン）」が表示され、詳細シートおよび出力ファイルは 

出力されません。 
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3.1.3 入金伝票を作成する 

 

「3.1.1 通知ファイルを読込む」で作成した債権情報 CSV ファイルを「商奉行」で読込み、入金伝票デー

タを作成します。 

 

 「商奉行」を開き、[随時処理]＞[汎用データ受入]＞[販売データ受入]＞[入金伝票データ受入]を押

下します。 
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 [受入ファイル設定]の[参照]を押下し、受入元ファイル名に「3.1.1 通知ファイルを読込む」で作成

した債権情報 CSV ファイルを選択し、[受入開始]を押下します。（受入データ形式は「OBC 受入形式」

を選択） 
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「3.1.1 通知ファイルを読込む」にて複数の債権情報 CSV ファイルが作成された場

合、本項の処理を CSV ファイル数分繰り返して受入を行ってください。 

未受入データに件数が表示されている場合、[プレビュー]を押下し、エラー内容を 

確認してください。 

また、「2 連携事前設定」の設定が正しく行われているか確認してください。 

 すべての債権情報 CSV データが受入済になったことを確認し、[閉じる]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 32 

 入金伝票の内容を確認します。 

[販売管理]＞[入金処理]＞[入金伝票]を押下します。 
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 入金伝票の内容を確認し、問題がある場合は本画面より修正を行います。 

（入金伝票の修正方法については「商奉行」の操作説明をご参照ください。） 

 

【対象の使用フォーマット：連携用_商奉行（OBC）_Y の場合の例】 

 

 

 

通知ファイルの債権情報 
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【対象の使用フォーマット：連携用_商奉行（OBC）_N の場合の例】 

 

 

 

通知ファイルの債権情報 
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はじめに 

本書では、本ソフトと株式会社オービックビジネスコンサルタントの仕入在庫管理ソフト「蔵奉行」との連

携について、事前設定、連携手順を説明します。 

 

本書で使用する画面例については「蔵奉行 i8」のものとなります。会計ソフトのバージョンにより表示内容

が異なる場合がありますが、操作方法に差異はありません。 

 

本書に記載されていない「蔵奉行」のその他機能の詳細については、「蔵奉行」の操作説明をご参照くださ

い。 
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1 連携の概要 

1.1 連携の概要  

本ソフトは、「蔵奉行」から出力した支払伝票データを読込み、電子記録債権の債務情報を付加した発生記

録（債務者）一括請求ファイル（でんさいネット標準フォーマット（固定長テキスト形式）1.2 版の集信 1）

を出力することができます。「蔵奉行」をご利用の場合、本ソフトと連携することにより、簡単に仕入先へ

電子記録債権で支払うことができます。 
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1.2 連携条件について 

本ソフトと連携が可能となる条件は下記の通りとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 連携可能な商奉行のバージョンについては、株式会社 NTT データフロンティアのホームページを 

ご参照ください。 

 

 

「蔵奉行」を利用している  ※1 

 

YES 

本ソフトと連携が可能です 

「商奉行」と「蔵奉行」を両方を連携する必要が

ある場合、得意先コードと仕入先コードが重複

していない  

NO ※2 

YES 
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※2「商奉行」と「蔵奉行」では、管理している「得意先コード」と「仕入先コード」を別管理しているた

め、それぞれに同一のコード値を設定することができますが、本ソフト上の「取引先管理画面」に設

定する連携用の「取引先 ID」については、共通の設定になります。 

そのため、「商奉行」と「蔵奉行」で管理している「得意先コード」と「仕入先コード」の値が重複

しないように設定をする（桁数、コード値が異なる）必要があります。 

 

※コード値が重複している場合についても、「商奉行」と「蔵奉行」のいずれかのコード値のみ本ソ

フトに登録することで、いずれかのソフトのみとの連携は可能です。 

※例として「得意先コード：0001」「仕入先コード：00001」は本ソフトでは重複しないで設定可能で

す。そのため、「商奉行」「蔵奉行」のコード桁数設定で「得意先コード」と「仕入先コード」に

異なる桁数を設定できる場合は「商奉行」と「蔵奉行」の両ソフトと連携可能になります。 
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1.3 連携の流れ 

 事前設定 

 

 

 

                                             

 

 

 

 連携手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

本ソフトの事前設定 

「蔵奉行」の事前設定 

2.1参照 

2.2参照 

電子記録債権の支払伝票データの出力 3.1参照 

一括請求ファイルの申請（アップロード） 

一括請求結果ファイルのダウンロード 

（本ソフトのサポート対象外） 

 

 

 

(本ソフトのサポート対象外) 

3.4参照 

一括請求ファイルの修正 

（エラーがあった場合） 

3.5参照 

（以降、必要に応じて上記作業を繰り返し実施ください） 

（エラーがない場合） 

完了 

（電子記録債権取引システムへのアッ

プロード／ダウンロードはお客様にて

実施ください。） 

一括請求結果ファイルの確認 
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2 連携事前設定 

2.1 蔵奉行事前設定 

連携を行うための「蔵奉行」の事前設定方法を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

操作方法 

2.1.1 暦表示を確認する 

「蔵奉行」の暦表示が「西暦」となっているか確認します。 

 

 「蔵奉行」を開き、[導入処理]＞[運用設定]＞[会社運用設定]を押下します。 

 

 

 

2.1.1 

暦表示を確認する 

2.1.2 

仕入先を確認する 
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 暦表示が「西暦」であることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

暦表示が「和暦」の場合、「3.1.3 一括請求ファイルを作成する」にてエラーが発生

するため、本ソフトとの連携ができません。暦表示を変更する場合、伝票や管理資料で

の暦の表示方法が変更になりますのでご注意ください。 
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2.1.2 仕入先を確認する 

連携で使用する仕入先が登録されているか確認します。 

 

 [導入処理]＞[仕入先登録]＞[仕入先登録]を押下します。 
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 「仕入先コード」の[検索]を押下します。 
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 「即時検索しない」を選択し、[検索]を押下します。 
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 仕入先に対応するレコードが存在することを確認します。 

存在しない場合は、任意のコードで新規作成します。 

（新規作成方法については「蔵奉行」の操作説明をご参照ください。 

 

 

 

 

電子記録債権で支払う対象の仕入先をすべて登録する必要があります。 

仕入先が増減した場合は、都度修正ください。 

また、電子記録債権以外で支払う仕入先が登録されていても問題ありません。 

登録した「仕入先コード」「仕入先名１」は、「2.2.2 取引先を設定する」にて、本ソ

フト用の事前設定として使用するため、値をお控えください。 

電子記録債権で支払う仕入先 



 

 

 

 15 

2.2 本ソフトの事前設定 

連携を行うための本ソフトの事前設定方法を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

操作方法 

2.2.1 共通設定情報を設定する 

 

 本ソフトのシステム設定画面を開き、共通設定情報の請求者利用者番号を「事務代行等での利用時」

に設定し[保存]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2.1 

共通設定情報 

を設定する 

 

2.2.2 

取引先を設定する 

 

2.2.3 

社内口座を 

設定する 

 

2.2.4 

読込 CSV 設定を 

設定する 

 

請求者利用者番号を「事務代行等での利用時」に設定する際、 

下記のメッセージが表示されますが問題ありません。 

「請求者情報に複数の利用者番号を使用する場合（事務代行等での利用時）に設定して

ください。使用する利用者番号は社内口座管理画面で口座ごとに設定してください。」 
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2.2.2 取引先を設定する 

 

 本ソフトの取引先管理画面を開き、「2.1.2 仕入先を確認する」で登録した仕入先情報が登録され

ていることを確認します。登録されていない場合は新規に登録します。 

 

 

 

 

 

本ソフトの[CSV 読込]を用いて「蔵奉行」の取引先情報を読込むことはできません。 
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本ソフトへの登録時には、コピー＆ペーストをするなどし、「蔵奉行」の設定値と

完全に一致させてください。 

 

 取引先 ID に仕入先コードを登録します。 
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社内口座情報を登録しない場合も連携は可能です。 

 

社内口座情報を登録しない場合は、「3.1.3 一括請求ファイルを作成する」にて

債務者（請求者）情報を社内口座選択画面からの入力ではなく、直接入力する必要

があります。 

2.2.3 社内口座を設定する 

 

 本ソフトの社内口座管理画面を開き、社内口座情報が登録されていることを確認します。 

登録されていない場合は新規に登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

自社の口座情報 
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2.2.4 読込 CSV 設定を設定する 

 

 本ソフトのシステム設定画面を開き、読込 CSV 設定の使用フォーマットに「連携用_蔵奉行（OBC）」

を選択し、[保存]を押下します。 
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2.2.5 固定値を設定する 

 

読込 CSV フォーマット詳細設定画面を開き、譲渡制限有無を設定します。 

 

 読込 CSV 設定の[修正]を押下します。 
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 読込 CSV フォーマットの発生記録（債務者）請求の[設定]を押下します。 
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 譲渡制限有無に「0：無」もしくは「1：有」を選択し、[保存]を押下します。 
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選択した「譲渡制限有無」は、本ソフトと連携する際に、発生記録（債務者）請求

作成画面の各レコードの「譲渡制限有無」に一律反映されます。 
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【参考】読込 CSV フォーマット詳細設定画面の初期設定値 

No 項目 項目番号 

1 利用者 ID の自動設定有無 

2  利用者情報の自動設定有無 

（社内口座管理） 

自動設定しない 

3 利用者情報の自動設定有無 

（取引先管理） 

自動設定する 

4 タイトル行有無 

5  タイトル行有無 タイトル行有（2行目から読込） 

6 読込 CSV 項目設定 

7  データレコード項目 

8  発生記録（予定）日 2 

9 債務者情報_利用者番号 - 

10 債務者情報_債務者名ｶﾅ - 

11 債務者情報_金融機関コード - 

12 債務者情報_支店コード - 

13 債務者情報_口座種別 - 

14 債務者情報_口座番号 - 

15 債務者情報_利用者 ID - 

16 債権者情報_利用者番号 - 

17 債権者情報_債権者名 - 

18 債権者情報_金融機関コード - 

19 債権者情報_支店コード - 

20 債権者情報_口座種別 - 

21 債権者情報_口座番号 - 

22 債権者情報_利用者 ID 3 

23 債権金額（円） 7 

24 支払期日 6 

25 譲渡制限有無 -（固定値：「0：無」） 

26 依頼人 Ref.No. - 
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 【参考】読込 CSV ファイルフォーマット（※1） 

No 項目名 内容 備考 

1 区切 蔵奉行：支払伝票データ．伝票区切 固定値：* 

2 支払日付 蔵奉行：支払伝票データ．支払日付  

3 支払先コード 蔵奉行：支払伝票データ．支払先コード  

4 支払先名１ 蔵奉行：支払伝票データ．支払先名１  

5 支払先名２ 蔵奉行：支払伝票データ．支払先名２  

6 債務期日 蔵奉行：支払伝票データ．債務期日  

7 支払金額 蔵奉行：支払伝票データ．支払金額  

 

※1 「3.1.2 支払伝票データを作成する」を実施することで出力されるファイルフォーマットです。 

 

（CSV ファイルフォーマットの詳細については「蔵奉行」の操作説明をご参照ください。） 
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3 連携手順 

3.1 連携手順 

「蔵奉行」と本ソフトの連携手順を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

操作方法 

3.1.1 支払伝票を作成する 

 支払伝票を作成します。 

 

 「蔵奉行」を開き、[仕入管理]＞[支払処理]＞[支払伝票]を押下します。 

 

 

3.1.1 

支払伝票を 

作成する 

【蔵奉行】 

3.1.2 

支払伝票データを 

作成する 

【蔵奉行】 

3.1.3 

一括請求ファイル

を作成する 

【本ソフト】 

3.1.4 

支払伝票を 

更新する 

【蔵奉行】 
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 支払伝票を作成します。 

下記項目を登録し、[終了]を押下します。 

 

 

No 項目 説明 

1 支払日付 支払日付を入力します。 

2 支払先 支払先コードを入力します。 

[検索]を押下し、一覧から選択することも可能です。 

3 区分 「8：電子記録債権」を入力します。 

4 会社銀行 会社銀行を入力します。 

[検索]を押下し、一覧から選択することも可能です。 

5 債務期日 債務期日を入力します。 

6 金額 金額を入力します。 

 

 

1 

2 

3 4 5 6 

電子記録債権で支払う支払伝票 
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表に記載のない項目は本ソフトへは連携されませんが、支払伝票には入力しても問題

ありません。 

また、記録番号については「3.1.4 支払伝票を更新する」で入力します。 

本例では 1件（明細）となりますが、最大 30 件（明細）を 1伝票内で登録でき、連携

することが可能です。 

連携時における注意点は、「3.1.2 支払伝票データを作成する」をご確認ください。 

1 伝票内に区分「8：電子記録債権」以外を登録した場合、支払伝票の作成は正常終了

しますが、本ソフトとの連携はできません。 

連携する場合は 1伝票内に区分「8：電子記録債権」の明細のみを登録してください。 



 

 

 

 29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目 本ソフトへの連携先 

1 支払日付 発生記録予定日 

2 支払先 債権者（取引先）情報／債権情報の下記項目を支払先より補完して連携します。 

利用者番号、債権者名、金融機関コード、支店コード、口座種別、口座番号 

3 区分 － 

4 会社銀行 － 

5 債務期日 債権者（取引先）情報／債権情報の支払期日 

6 金額 債権者（取引先）情報／債権情報の債権金額（円） 

1 

2 

6 5 

画面左 

画面右 

支払伝票で入力した項目は、本ソフトの発生記録（債務者請求）作成画面に 

連携されます。連携される項目は下記の通りです。 
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3.1.2 支払伝票データを作成する 

支払伝票データを作成します。 

 

 [随時処理]＞[汎用データ作成]＞[仕入データ作成]＞[支払伝票データ作成]を押下します。 
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 [新規]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

支払伝票データ作成は一度作成を実施するとパターンが作成されるため、 

次回受入時は[新規]を押下せず、作成されたパターンを選択して[OK]を 

押下します。 

作成されたパターンを選択した場合は基本設定タブの範囲と出力設定タブの 

出力先ファイル名を修正して[出力開始]を押下します。 
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 「編集する」にチェックをいれ、パターンコードに任意の番号を入力し、パターン名に用途がわかる

ように任意の名称を入力します。 

範囲指定に支払日付を選択し、範囲に「3.1.1 支払伝票を作成する」で入力した支払伝票の支払日付 

を入力します。 

 

 

 

 

範囲の開始日付と終了日付の両方に、支払伝票で入力した支払日付（同じ日付）を 

入力してください。 

支払日付が異なる複数の支払伝票を作成した場合、「3.1.2 支払伝票データを 

作成する」を繰り返し実施し、複数の支払伝票データを作成します。 

 

 

 

 

 

範囲の開始日付と終了日付の両方に、支払伝票で入力した支払日付（同じ日付）を 

入力してください。 

支払日付が異なる複数の支払伝票を作成した場合、「3.1.2 支払伝票データを 

作成する」を繰り返し実施し、複数の支払伝票データを作成します。 
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出力設定タブのファイルの種類に転送ファイルを選択し、作成形式にカンマ区切を選択します。 

[参照]を押下し、出力先ファイル名を入力します。 
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 項目選択タブの項目種類に支払伝票を選択します。 

選択項目より「支払日付」「支払先」「債務期日」「支払金額」を選択して[選択]を押下し、選択済

項目に反映されることを確認します。 

各設定が完了しましたら[出力開始]を押下します。 

 

 

選択済項目は「支払日付」「支払先」「債務期日」「支払金額」の順に設定 

してください。 
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 下記ダイアログの[キャンセル]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
支払日付が異なる複数の支払伝票を作成した場合、[OK]を押下し、繰り返し複数の支

払伝票データを作成します。 

ダイアログに表示される件数には、支払伝票の明細数ではなく、支払伝票の数が表示

されます。 

作成された支払伝票データを「3.1.3 一括請求ファイルを作成する」で本ソフトに読

込みますが、支払伝票の明細データの件数が 1,000 件を超える場合、本ソフトでエラ

ーが発生します。 

大量の支払伝票の明細データを作成する場合、支払伝票の明細が 1,000 件作成したタ

イミングで支払伝票データを作成する等の対処が必要になります。 
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3.1.3 一括請求ファイルを作成する 

「3.1.2 支払伝票データを作成する」で作成した支払伝票データを本ソフトで読込み、一括請求ファイル

を作成します。 

 

 本ソフトの発生記録（債務者）請作成画面を開き、[CSV 読込]を押下します。 
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 支払伝票データを選択し、[開く]を押下します。 

 

 下記ダイアログの[OK]を押下します。 
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 発生記録（債務者）請求作成画面に支払伝票データが表示されます。 

債務者（請求者）情報を入力するため、[呼出]を押下します。 

 

 

 

電子記録債権で支払う支払伝票データ 

「3.1.1 支払伝票を作成する」で作成した支払伝票の支払日付は「発生記録（予定）

日」に連携されますが、支払日付に過去日を入力した場合、「発生記録（予定）日」

はエラーになります。 

「3.1.1 支払伝票を作成する」で作成した支払伝票の支払日付を当日以降の日付に修

正し、本画面の「発生記録（予定）日」もあわせて修正してください。 
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 社内口座を選択し、[選択]を押下します。 
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 債務者（請求者）情報に社内口座情報が表示されます。 

表示内容に誤りがないことを確認し、[一括請求ファイル作成]を押下します。 

 

 下記ダイアログの[OK]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

電子記録債権で支払う支払伝票データ 

自社の口座情報 
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 下記ダイアログの[OK]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 保存先フォルダが表示されますので、一括請求ファイル、一括請求確認表が作成されていることを確

認します。 

（CSV ファイルは、システム設定画面にて「出力 CSV 設定」の「一括請求ファイル」を 

「出力する」に設定している場合のみ出力されます。） 

 

 

 

 

 

一括請求ファイルの作成時に出力されるファイルは下記の通りです。 

 

一括請求ファイル  

CSV ファイル   

一括請求確認表   

 

 

※システム設定画面「共通設定情報」の「一括請求ファイル拡張子」にて 

「付与する」を選択した場合、設定した拡張子が付与されます。 

 

：発生記録（債務者）請求 YYYYMMDDhhmmss※ 

：発生記録（債務者）請求 YYYYMMDDhhmmss_CSV.csv 

：発生記録（債務者）請求 YYYYMMDDhhmmss_確認表.xls 
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 出力された一括請求確認表を確認し、想定した請求内容になっていることをご確認ください。 

（一括請求確認表の詳細は、基本操作編「6.2.2 発生記録（債務者）請求確認表」、 

「6.2.3 発生記録（債権者）請求確認表」をご参照ください。） 

請求内容に誤りがある場合は、再度「3.1.1 支払伝票を作成する」を実施し、該当箇所を修正

の上、一括請求ファイルを作成してください。 

 

     例）発生記録（債務者）請求確認表 

 

  

 電子記録債権取引システムへの一括請求ファイル申請（アップロード）作業を実施してください。 

電子記録債権取引システムより一括請求結果が返却後、業務編「3.4 発生記録（債務者／債権者）請求の

一括請求結果確認」を実施してください。 

 

例）一括請求結果確認表 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 43 

3.1.4 支払伝票を更新する 

 支払伝票の記録番号を入力し、支払伝票を更新します。 

 

 「蔵奉行」を開き、[仕入管理]＞[支払処理]＞[支払伝票]を押下します。 
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 「3.1.3 一括請求ファイルを作成する」で出力した一括請求結果確認表をもとに、「3.1.1 支払伝

票を作成する」で作成した支払伝票の記録番号に入力して設定します。 

  （修正の操作方法については「蔵奉行」の操作説明をご参照ください。） 
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はじめに 

本書では、本ソフトとピー・シー・エー株式会社の会計ソフト「PCA 会計」との連携について、事前設定、

連携手順を説明します。 

 

本書で使用する画面例については「PCA 会計 X」のものとなります。会計ソフトのバージョンにより表示内容

が異なる場合がありますが、操作方法に差異はありません。 

 

本書に記載されていない「PCA 会計」のその他機能の詳細については、「PCA 会計」のヘルプをご参照くださ

い。 
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1 連携の概要 

1.1 連携の概要  

1.1.1 買掛金の支払を電子記録債権で実施する（連携 1） 

本ソフトは、「PCA 会計」から出力した振込データを読込み、電子記録債権の債務情報を付加した発生記

録（債務者）一括請求ファイル（でんさいネット標準フォーマット（固定長テキスト形式）1.2 版の集信 1）

を出力することができます。「PCA 会計」をご利用の場合、本ソフトと連携することにより、簡単に支払

先へ電子記録債権で支払うことができます。（以下、連携 1） 
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なお、「PCA 会計」と本ソフトを連携（連携 1）する場合、お客様の利用方法により、連携ができない場合

や、事前設定方法が異なりますのでご注意ください。（下図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記①②の決済パターンについて、「支払先 A」「支払先 B」のように 2社の例を記載

しておりますが、2社以上でも連携可能です。 

振込は本ソフト経由では実施できません。振込データは EB ソフト等に読込み、振込を

実施してください。 

振込データの作成については「3 連携手順（連携 1）」をご参照ください。 
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1.1.2 通知ファイルから仕訳伝票を作成する（連携 2） 

本ソフトは、電子記録債権取引システムからダウンロードした通知ファイル（でんさいネット標準フォー

マット（固定長テキスト形式）1.2 版の配信 1）を読込み、電子記録債権の債務情報を省いた債権情報 CSV

ファイル（受入債権一覧）を出力することができます。出力した債権情報 CSV ファイルを「PCA 会計」に

読込むことにより簡単に仕訳伝票を作成することができます。（以下、連携 2） 

 

また、「PCA 会計」と本ソフトの連携を実施する場合、お客様の電子記録債権の利用方法に関わらず、連

携は可能になります。 
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1.2 連携条件について 

連携可能な「PCA 会計」のバージョンについては、株式会社 NTT データフロンティアのホームページをご参

照ください。 
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1.3 連携の流れ 

1.3.1 連携の流れ（連携 1） 

 事前設定 

 

 

                                             

 

 

 

 連携手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本ソフトの事前設定 

「PCA 会計」の事前設定 2.1 参照 

2.2 参照 

電子記録債権の振込データの出力 

 

3.1 参照 

一括請求ファイルの申請（アップロード） 

一括請求結果ファイルのダウンロード 

（本ソフトのサポート対象外） 

 

 

 

(本ソフトのサポート対象外) 

3.1 参照 

一括請求ファイルの修正 

（エラーがあった場合） 

3.1 参照 

（以降、必要に応じて上記作業を繰り返し実施ください） 

（エラーがない場合） 

完了 

（電子記録債権取引システムへのアッ

プロード／ダウンロードはお客様にて

実施ください。） 

一括請求結果ファイルの確認 
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1.3.2 連携の流れ（連携 2） 

 事前設定 

 

 

 

                                             

 

                                   

 連携手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本ソフトの事前設定 

「PCA 会計」の事前設定 
4.1 参照 

4.2 参照 

通知ファイルの読込み 5.1 参照 

通知ファイルのダウンロード 

（本ソフトのサポート対象外） 

 

 

 

(本ソフトのサポート対象外) 

（電子記録債権取引システムからのダウ

ンロードはお客様にて実施ください。） 

仕訳伝票の作成 5.1 参照 
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2 事前設定（連携 1） 

2.1 「PCA 会計」事前設定（連携 1） 

買掛金の支払を電子記録債権で実施する際（連携 1）の「PCA 会計」事前設定方法を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

操作方法 

2.1.1 勘定科目を確認する 

連携で使用する勘定科目が登録されているか確認します。 

 

 「PCA 会計」を開き、[前準備]＞[勘定科目の登録]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.2 

会社口座を 

確認する 

 

2.1.3 

補助科目を 

確認する 

（連携 1－①） 

 

2.1.4 

補助科目を 

確認する 

（連携 1－②） 

 

 

2.1.5 

振込先を 

確認する 

 

2.1.1 

勘定科目を 

確認する 
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 勘定科目「買掛金」が存在することを確認します。 

勘定科目「買掛金」が存在しない場合は、任意のコードで新規作成します。 

（新規作成方法については「PCA 会計」のヘルプをご参照ください。） 
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 勘定科目「電子記録債務」が存在することを確認します。 

勘定科目「電子記録債務」が存在しない場合は、任意のコードで新規作成します。 

（新規作成方法については「PCA 会計」のヘルプをご参照ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勘定科目「電子記録債務」の新規作成について 

・勘定科目属性は「支払手形」を設定してください。 

・貸借区分は「貸方」を設定してください。 
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2.1.2 会社口座を確認する 

連携で使用する会社口座が登録されているか確認します。 

 

 [前準備]＞[金融機関の登録]を押下します。 
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 プルダウンで会社口座別を選択し、登録されている会社口座を選択し、[詳細]を押下します。 

会社口座が存在しない場合は、任意のコードで新規作成します。 

（新規作成方法については「PCA 会計」のヘルプをご参照ください。） 
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 金融機関情報、会社口座情報、関連科目情報が入力されていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都合により金融機関、支店は黒塗りでマスクしていますが、入力が必要な項目になり

ます。 

以降の金融機関、支店についても同様になります。 

委託番号とは、総合振込や給与振込サービスを利用する際に、会社口座を管理する金

融機関が振込依頼人を識別するのに使用される番号です。これらのサービスを利用す

るためには、前もって金融機関に委託番号を割り当ててもらう必要があります。 
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2.1.3 補助科目を確認する （連携 1－①） 

 連携で使用する補助科目が登録されているか確認します。 

 

 [前準備]＞[補助科目の登録]を押下します。 
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 振込先に対応する補助科目が存在することを確認します。 

補助科目が存在しない場合は、任意のコードで新規作成します。（下記例 1～4を参照） 

（新規作成方法については「PCA 会計」のヘルプをご参照ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例 1 

例 2 

例 3 

例 4 

電子記録債務の支払先は、最初に登録する補助科目は「科目別補助」で作成し、2つ目

以降は、最初に登録した補助科目を「共通補助」として呼出して登録します。 

結果としては、上図の通り、補助区分「共通補助」で勘定科目「電子記録債務」「買掛

金」が登録されます。 
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例 1：補助科目名「支払先 A」、勘定科目「電子記録債務」の設定例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目 説明 

1 勘定科目 勘定科目「電子記録債務」を設定します。 

2 補助区分 「科目別補助」を設定します。 

3 コード 任意のコードを入力します。 

4 補助科目名 「支払先A」を設定します。 

5 振込先 「0：振込先に使用しない」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

5 

4 

表に記載のない項目は本ソフトとの連携を行う上で必須ではありませんが、入力は可

能です。 
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例 2：補助科目名「支払先 A」、勘定科目「買掛金」の設定例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目 説明 

1 勘定科目 勘定科目「買掛金」を設定します。 

2 補助区分 「共通補助」を設定します。 

3 基本設定 [補助選択]を押下し、補助科目の検索画面にて例1で設定した補助科目名を選択する。 

4 振込先 「1：振込先に使用する」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

表に記載のない項目は本ソフトとの連携を行う上で必須ではありませんが、入力は可

能です。 
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例 3：補助科目名「支払先 B」、勘定科目「電子記録債務」の設定例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目 説明 

1 勘定科目 勘定科目「電子記録債務」を設定します。 

2 補助区分 「科目別補助」を設定します。 

3 コード 任意のコードを入力します。 

4 補助科目名 「支払先B」を設定します。 

5 振込先 「0：振込先に使用しない」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

5 

4 

表に記載のない項目は本ソフトとの連携を行う上で必須ではありませんが、入力は可

能です。 
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例 4：補助科目名「支払先 B」、勘定科目「買掛金」の設定例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目 説明 

1 勘定科目 勘定科目「買掛金」を設定します。 

2 補助区分 「共通補助」を設定します。 

3 基本設定 [補助選択]を押下し、補助科目の検索画面にて例3で設定した補助科目名を選択する。 

4 振込先 「1：振込先に使用する」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

表に記載のない項目は本ソフトとの連携を行う上で必須ではありませんが、入力は可

能です。 
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2.1.4 補助科目を確認する （連携 1－②） 

 連携で使用する補助科目が登録されているか確認します。 

 

 [前準備]＞[補助科目の登録]を押下します。 
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 振込先に対応する補助科目が存在することを確認します。 

補助科目が存在しない場合は、任意のコードで新規作成します。（下記例 1～3を参照） 

（新規作成方法については「PCA 会計」のヘルプをご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

例 1 

例 2 

例 3 

電子記録債務の振込先（支払先 A（で））は、最初に登録する補助科目は「科目別補助」

で作成し、2つ目以降は、最初に登録した補助科目を「共通補助」として呼出して登録

します。 

結果としては、上図の通り、補助区分「共通補助」で勘定科目「電子記録債務」「買掛

金」が登録されます。 

銀行振込の振込先（支払先 B）は、補助区分「科目別補助」で作成し、勘定科目「買掛

金」で登録します。 
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例 1：補助科目名「支払先 A（で）」、勘定科目「電子記録債務」の設定例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目 説明 

1 勘定科目 勘定科目「電子記録債務」設定します。 

2 補助区分 「科目別補助」を設定します。 

3 コード 任意のコードを入力します。 

4 補助科目名 「支払先A(で)」を設定します。 

5 振込先 「0：振込先に使用しない」を選択します。 

 

 

 

 

 

1 

2 

5 

4 

3 

表に記載のない項目は本ソフトとの連携を行う上で必須ではありませんが、入力は可

能です。 
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例 2：補助科目名「支払先 A（で）」、勘定科目「買掛金」の設定例 

  

No 項目 説明 

1 勘定科目 勘定科目「買掛金」を設定します。 

2 補助区分 「共通補助」を設定します。 

3 基本設定 [補助選択]を押下し、補助科目の検索画面にて例1で設定した補助科目名を選択する。 

4 振込先 「1：振込先に使用する」を選択します。 

5 締日 支払先Bと重複しない締日（00～99の数字）を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

5 

締日とは、振込先をグループ化する番号になります。銀行振込依頼書の集計時のキー

として使用します。 

実際の締日とは異なる番号を入力することが可能です。 

表に記載のない項目は本ソフトとの連携を行う上で必須ではありませんが、入力は可

能です。 

補助科目の新規登録時は締日の入力はできませんが、新規登録後に[修正]を押下する

ことで締日の入力が可能です。 
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例 3：補助科目名「支払先 B」の設定例 

 

No 項目 説明 

1 勘定科目 勘定科目「買掛金」を設定します。 

2 補助区分 「科目別補助」を設定します。 

3 コード 任意のコードを入力します。 

4 補助科目名 「支払先B」を設定します。 

5 振込先 「1：振込先に使用する」を選択します。 

6 締日 支払先Aと重複しない締日（00～99の数字）を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

5 

4 

6 

締日とは、振込先をグループ化する番号になります。銀行振込依頼書の集計時のキー

として使用します。 

実際の締日とは異なる番号を入力することが可能です。 

表に記載のない項目は本ソフトとの連携を行う上で必須ではありませんが、入力は可

能です。 
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2.1.5 振込先を確認する 

 連携で使用する振込先が登録されているか確認します。 

 

 [前準備]＞[振込先の登録]を押下します。 
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 振込先が存在することを確認します。 

振込先が存在しない場合は、任意のコードで新規作成します。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例 1 

例 2 

上記画面は「2.1.3 補助科目を確認する（連携 1ー①）」の例になります。 

「2.1.4 補助科目を確認する（連携 1－②）」の場合は締日の表示が異なります。 
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例 1：支払先 Aの振込先の登録 

 

 

No 項目 説明 

1 補助コード 「支払先A」の補助科目コードを設定します。 

2 会社口座 会社口座を設定します。 

3 振込先金融機関 「支払先A」の口座情報を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

表に記載のない項目は本ソフトとの連携を行う上で必須ではありませんが、入力は可

能です。 
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例 2：支払先 Bの振込先の登録 

 

 

No 項目 説明 

1 補助コード 「支払先B」の補助科目コードを設定します。 

2 会社口座 会社口座を設定します。 

3 振込先金融機関 「支払先B」の口座情報を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

3 

1 

表に記載のない項目は本ソフトとの連携を行う上で必須ではありませんが、入力は可

能です。 
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2.2 本ソフトの事前設定（連携 1） 

連携を行うための本ソフトの事前設定方法を説明します。 

 

操作手順 

 

 

 

 

操作方法 

2.2.1 取引先を設定する （連携 1－①） 

 

 本ソフトの取引先管理画面を開き、「2.1.3 補助科目を確認する（連携 1－①）」で登録した振込先が

登録されていることを確認します。登録されていない場合は新規に登録します。 

 

 

 

 

2.2.1 

取引先を 

設定する 

（連携 1ー①） 

 

2.2.2 

取引先を 

設定する 

（連携 1－②） 

 

 

2.2.3 

社内口座を 

設定する 

 

「取引先 ID」は本連携では入力不要です。 
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本ソフトへの登録時には、コピー＆ペーストをするなどし、「PCA 会計」の設定値

と完全に一致させてください。 

 取引先管理画面に、振込先金融機関の口座情報を登録します。 
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2.2.2 取引先を設定する （連携 1－②） 

 

 本ソフトの取引先管理画面を開き、「2.1.3 補助科目を確認する（連携 1－②）」で登録した振込先

が登録されていることを確認します。登録されていない場合は新規に登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「取引先 ID」は本連携では入力不要です。 
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本ソフトへの登録時には、コピー＆ペーストをするなどし、「PCA 会計」の設定値

と完全に一致させてください。 

 取引先管理画面に、振込先金融機関の口座情報を登録します。 
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2.2.3 社内口座を設定する 

 

 本ソフトの社内口座管理画面を開き、社内口座情報が登録されていることを確認します。 

登録されていない場合は新規に登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

「社内口座 ID」は本連携では入力不要です。 
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 社内口座管理画面に、会社口座の口座情報を登録します。 
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3 連携手順（連携 1） 

3.1 連携手順（連携 1） 

「PCA 会計」と本ソフトの連携手順を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

操作方法 

3.1.1 掛仕入の仕訳伝票を作成する 

 掛仕入の仕訳伝票を作成します。 

 

 「PCA 会計」を開き、[データ入力]＞[振替伝票入力（コクヨ式）]、または 

[データ入力]＞[振替伝票入力（連想摘要）]を押下します。（本例ではコクヨ式にて実施します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1.1 

掛仕入の仕訳伝票

を作成する 

【PCA 会計】 

3.1.2 

振込データを 

作成する 

（連携 1ー①） 

【PCA 会計】 

3.1.3 

振込データを 

作成する 

（連携 1－②） 

【PCA 会計】 

 

 

3.1.4 

一括請求ファイル

を作成する 

【本ソフト】 
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 掛仕入の仕訳伝票を作成します。 

 

 

No 項目 説明 

1 伝票日付 伝票日付を入力します。 

2 仕訳データA 支払先Aに対する掛仕入の内容を入力します。 

3 仕訳データB 支払先Bに対する掛仕入の内容を入力します。 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

1 枚の伝票に複数レコード登録し、連携することは可能です。 

また、複数枚の伝票を作成し、連携することも可能です。 

 

振替伝票入力画面で入力した金額、補助科目（振込先情報）は、本ソフトの発生記録

（債務者請求）作成画面に連携されます。 
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3.1.2 振込データを作成する （連携 1－①） 

 電子記録債権で支払う支払先 A、支払先 B向けの振込データを作成します。 

 

 [銀行処理]＞[銀行振込依頼書]を押下します。 
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 条件を入力し、[画面出力]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目 説明 

1 出力の種類 「画面」を選択します。 

2 集計期間 振替伝票入力画面で入力した伝票日付の範囲を入力します。 

3 会社口座 会社口座を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

集計期間には「3.1.1 掛仕入の仕訳を作成する」で作成した伝票の伝票日付が含まれ

る範囲を選択してください。 
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 振込先、金額を確認し、[振込データ作成]を押下します。 
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 条件を入力し、[実行]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目 説明 

1 仕訳設定 「支払伝票を作成する」をチェックします。 

2 取組日 取組日を入力します。 

本ソフトの「発生記録（予定）日」に連携される項目です。 

3 出力指定 「振込データの作成」を選択します。 

4 出力先パス 任意の出力先を選択します。 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

取組日には本日以降、1ケ月以内の日付を入力してください。 
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 出力先パスで設定したフォルダに振込データが作成され、支払伝票が表示されます。 

貸方勘定科目を「電子記録債務」、補助科目を「支払先 A」「支払先 B」、摘要を電子記録債権での 

支払である旨がわかるよう修正して登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
作成された支払先 A＆支払先 Bの振込データは「3.1.4 一括請求ファイルを作成する」

で本ソフトに読込み、一括請求ファイルを作成します。 
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3.1.3 振込データを作成する （連携 1－②） 

 電子記録債権で支払う支払先 A、銀行振込で支払う支払先 B 向けの振込データを作成します。 

 

 支払先 A 向けの振込データを作成します。 

[銀行処理]＞[銀行振込依頼書]を押下します。 
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 条件を入力し、[画面出力]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目 説明 

1 出力の種類 「画面」を選択します。 

2 集計期間 振替伝票入力画面で入力した伝票日付の範囲を入力します。 

3 会社口座 会社口座を入力します。 

4 締日／支払日 「2.1.4 補助科目を確認する （連携1－②）」で設定した支払先Aの締日を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

集計期間には「3.1.1 掛仕入の仕訳を作成する」で作成した伝票の伝票日付が含まれ

る範囲を選択してください。 

 

支払先 Aの締日を設定することにより、支払先 A向けの振込データを作成します。 
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 振込先、金額を確認し、[振込データ作成]を押下します。 
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 条件を入力し、[実行]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目 説明 

1 仕訳設定 「支払伝票を作成する」をチェックします。 

2 取組日 取組日を入力します。 

本ソフトの「発生記録（予定）日」に連携される項目です。 

3 出力指定 「振込データの作成」を選択します。 

4 出力先パス 任意の出力先を選択します。 

 

 

1 

2 

3 

4 

取組日には本日以降、1ケ月以内の日付を入力してください。 
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 出力先パスで設定したフォルダに振込データが作成され、支払伝票が表示されます。 

貸方勘定科目を「電子記録債務」、補助科目を「支払先 A（で）」、摘要を電子記録債権での支払で 

ある旨がわかるよう修正して登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成された支払先 A向けの振込データは、「3.1.4 一括請求ファイルを作成する」で

本ソフトに読込み、一括請求ファイルを作成します。 
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 支払先 B 向けのデータを作成します。 

[銀行処理]＞[銀行振込依頼書]を押下します。 
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 条件を入力し、[画面出力]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目 説明 

1 出力の種類 「画面」を選択します。 

2 集計期間 振替伝票入力画面で入力した伝票日付の範囲を入力します。 

3 会社口座 会社口座を入力します。 

4 締日／支払日 「2.1.4 補助科目を確認する （連携1－②）」で設定した支払先Bの締日を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

集計期間には「3.1.1 掛仕入の仕訳を作成する」で作成した伝票の伝票日付が含まれ

る範囲を選択してください。 

 

支払先 Bの締日を設定することにより、支払先 B向けの振込データを作成します。 
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 振込先、金額を確認し、[振込データ作成]を押下します。 
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 条件を入力し、[実行]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目 説明 

1 仕訳設定 「支払伝票を作成する」をチェックします。 

2 取組日 取組日を入力します。 

3 出力指定 「振込データの作成」を選択します。 

4 出力先パス 任意の出力先を選択します。 

 

 

1 

2 

3 

4 
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 出力先パスで設定したフォルダに振込データが作成され、支払伝票が表示されます。 

修正せず、そのまま登録します。 

 

 

 

 

 

 

作成された支払先 B向けの振込データは、EB ソフト等に送信し、振込を実施してくだ

さい。 
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3.1.4 一括請求ファイルを作成する 

「3.1.2 振込データを作成する（連携 1ー①）」もしくは「3.1.3 振込データを作成する（連携 1－②）」

で作成した振込データを本ソフトで読込み、一括請求ファイルを作成します。 

 

 本ソフトの発生記録（債務者）請求作成画面を開き、[総合振込データ読込]を押下します。 
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 条件を入力し、[読込実行]を押下します。 

 

 

No 項目 説明 

1 取組日（振込指定日）

の割り当て先 

「発生記録（予定）日」を選択します。 

2 支払期日 電子記録債権の支払期日を入力します。 

3 譲渡制限有無 電子記録債権の譲渡制限有無を選択します。 

4 対象ファイル 作成した振込データを選択します。 

 

 

1 

2 

3 

4 
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 表示された内容を確認し、[一括請求ファイル作成]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目 説明 

1 発生記録（予定）日 「3.1.2 振込データを作成する （連携1ー①）」、または「3.1.3 振込データを作成する （連携

1－②）」で入力した取組日が設定されます。 

2 債権者情報 「3.1.1 掛仕入の仕訳伝票を作成する」で入力した補助科目に対応する情報が設定されま

す。 

3 債権金額（円） 「3.1.1 掛仕入の仕訳伝票を作成する」で入力した金額が設定されます。 

1 

2 

3 4 5 
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4 支払期日 前画面で入力した支払期日が設定されます。 

5 譲渡制限有無 前画面で入力した譲渡制限有無が設定されます。 

 下記ダイアログの[OK]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下記ダイアログの[OK]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 58 

 保存先フォルダが表示されますので、一括請求ファイル、一括請求確認表が作成されていることを 

確認します。 

（CSV ファイルは、システム設定画面にて「出力 CSV 設定」の「一括請求ファイル」を「出力する」 

に設定している場合のみ出力されます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一括請求ファイルの作成時に出力されるファイルは下記の通りです。 

 

一括請求ファイル  

CSV ファイル   

一括請求確認表   

 

 

※システム設定画面「共通設定情報」の「一括請求ファイル拡張子」にて 

「付与する」を選択した場合、設定した拡張子が付与されます。 

：発生記録（債務者）請求 YYYYMMDDhhmmss※ 

：発生記録（債務者）請求 YYYYMMDDhhmmss_CSV.csv 

：発生記録（債務者）請求 YYYYMMDDhhmmss_確認表.xls 
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 出力された一括請求確認表を確認し、想定した請求内容になっていることをご確認ください。 

（一括請求確認表の詳細は、基本操作編「6.2.2 発生記録（債務者）請求確認表」、 

「6.2.3 発生記録（債権者）請求確認表」をご参照ください。） 

請求内容に誤りがある場合は、再度「3.1.1 支払伝票を作成する」を実施し、該当箇所を修正の

上、一括請求ファイルを作成してください。 

 

例）発生記録（債務者）請求確認表 

 

 

 電子記録債権取引システムへの一括請求ファイル申請（アップロード）作業を実施してください。 

電子記録債権取引システムより一括請求結果が返却後、業務編「3.4 発生記録（債務者／債権者）請求

の一括請求結果確認」を実施してください。 

例）一括請求結果確認表 
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支払期日が到来すると会社口座より債権金額の自動引落が実施されます。 

入出金明細データを取得し、「PCA 会計」に登録してください。 

 

「PCA 会計」を開き、下記より登録します。 

[銀行処理]＞[入出金データの受入（EB 連携）] 
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4 事前設定（連携 2） 

4.1 「PCA 会計」事前設定（連携 2） 

通知ファイルから仕訳伝票を作成する際（連携 2）の「PCA 会計」事前設定方法を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

操作方法 

4.1.1 勘定科目を確認する 

 連携で使用する勘定科目が登録されているか確認します。 

 

 「PCA 会計」を開き、[前準備]＞[勘定科目の登録]を押下します。 

 

 

 

4.1.2 

補助科目を 

確認する 

 

4.1.3 

部門を確認する 

4.1.1 

勘定科目を 

確認する 
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 勘定科目「売掛金」が存在することを確認します。 

勘定科目「売掛金」が存在しない場合は、任意のコードで新規作成します。 

（新規作成方法については「PCA 会計」のヘルプをご参照ください。） 
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 勘定科目「電子記録債権」が存在することを確認します。 

勘定科目「電子記録債権」が存在しない場合は、任意のコードで新規作成します。 

（新規作成方法については「PCA 会計」のヘルプをご参照ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勘定科目「電子記録債権」の新規作成について 

・勘定科目属性は「受取手形」を設定してください。 

・貸借区分は「借方」を設定してください。 
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4.1.2 補助科目を確認する 

 連携で使用する補助科目が登録されているか確認します。 

 

 [前準備]＞[金融機関の登録]を押下します。 
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 得意先に対応する補助科目が存在することを確認します。 

補助科目が存在しない場合は、任意のコードで新規作成します。（下記例 1～4を参照） 

（新規作成方法については「PCA 会計」のヘルプをご参照ください。） 

 

 

 

 

例 1 

例 2 

例 3 

例 4 

電子記録債権の得意先は、最初に登録する補助科目は「科目別補助」で作成し、2つ目

以降は、最初に登録した補助科目を「共通補助」として呼出して登録します。 

結果としては、上図の通り、補助区分「共通補助」で勘定科目「電子記録債権」「売掛

金」が登録されます。 
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例 1：補助科目名「得意先 A」、勘定科目「電子記録債権」の設定例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目 説明 

1 勘定科目 勘定科目「電子記録債権」を設定します。 

2 補助区分 「科目別補助」を設定します。 

3 コード 任意のコードを入力します。 

4 補助科目名 「得意先A」を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

表に記載のない項目は本ソフトとの連携を行う上で必須ではありませんが、入力は可

能です。 
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例 2：補助科目名「得意先 A」、勘定科目「売掛金」の設定例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目 説明 

1 勘定科目 勘定科目「売掛金」を設定します。 

2 補助区分 「共通補助」を設定します。 

3 基本設定 [補助選択]を押下し、補助科目の検索画面にて例1で設定した補助科目名を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

表に記載のない項目は本ソフトとの連携を行う上で必須ではありませんが、入力は可

能です。 
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例 3：補助科目名「得意先 B」、勘定科目「電子記録債権」の設定例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目 説明 

1 勘定科目 勘定科目「電子記録債権」を設定します。 

2 補助区分 「科目別補助」を設定します。 

3 コード 任意のコードを入力します。 

4 補助科目名 「得意先B」を設定します。 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

表に記載のない項目は本ソフトとの連携を行う上で必須ではありませんが、入力は可

能です。 



 

 

 

 69 

例 4：補助科目名「得意先 B」、勘定科目「売掛金」の設定例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目 説明 

1 勘定科目 勘定科目「売掛金」を設定します。 

2 補助区分 「共通補助」を設定します。 

3 基本設定 [補助選択]を押下し、補助科目の検索画面にて例3で設定した補助科目名を選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

表に記載のない項目は本ソフトとの連携を行う上で必須ではありませんが、入力は可

能です。 
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4.1.3 部門を確認する 

 部門を部門の登録画面で管理している場合、登録内容を確認します。 

 

 

 [前準備]＞[部門の登録]を押下します。 

 

 

 

部門を使用していない場合、本項の作業は不要です。 
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 部門に対応するレコードが存在することを確認します。 

部門が存在しない場合は、任意のコードで新規作成します。 
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4.2 本ソフトの事前設定（連携 2） 

連携を行うための本ソフトの事前設定方法を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

操作方法 

4.2.1 通知確認設定情報を設定する  

 

 本ソフトのシステム設定画面を開き、通知確認設定情報の予約通知を「出力しない」に設定し、[保存]

を押下します。 

 

 

4.2.1 

通知確認設定情報

を設定する 

4.2.2 

取引先を設定する 

 

4.2.3 

出力 CSV 設定を 

設定する 

 

4.2.4 

固定値を設定する 
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4.2.2 取引先を設定する 

 

 本ソフトの取引先管理画面を開き、「4.1.2 補助科目を確認する」で登録した得意先が登録されてい

ることを確認します。登録されていない場合は新規に登録します。 
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本ソフトへの登録時には、コピー＆ペーストをするなどし、「PCA 会計」の設定値

と完全に一致させてください。 

 取引先 ID に補助科目のコードを登録します。 
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4.2.3 出力 CSV 設定を設定する 

 

 本ソフトのシステム設定画面を開き、出力 CSV 設定の使用フォーマットに「連携用_PCA 会計（OBC）」

を選択し、[保存]を押下します。 
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4.2.4 固定値を設定する 

 

出力 CSV フォーマット詳細設定画面を開き、「PCA 会計」に登録されている勘定科目コードと部門コード

を設定します。 

 

 本ソフトのシステム設定画面を開き、出力 CSV 設定の[修正]を押下します。 
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連携用の出力 CSV フォーマットについては、「フォーマット名」の修正はできませ

ん。 

 

 出力 CSV フォーマットの通知の[設定]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 78 

 出力 CSV フォーマット詳細設定画面の固定値を設定し、[保存]を押下します。 

設定値については次ページ以降の通り設定します。 
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 借方勘定科目コードの固定値について 

「PCA 会計」の勘定科目「電子記録債権」に対応するコードを設定します。 
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 貸方勘定科目コードの固定値について 

「PCA 会計」の勘定科目「売掛金」に対応するコードを設定します。 
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本ソフトで設定する「PCA 会計」との連携用の「部門コード」は 1種類になります。

複数の部門を使い分けて利用する場合は、連携後の「PCA 会計」の振替伝票入力画面

で修正するか、連携の都度、本手順にて固定値を修正してください。 

（振替伝票入力画面での部門の修正方法については「PCA 会計」のヘルプをご参照く

ださい。） 

 

 借方部門コード、貸方部門コードの固定値について 

「PCA 会計」の部門に対応するコードを設定します。 
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【参考】固定値の属性と桁数について 

出力 CSV フォーマット詳細設定画面の固定値について、各項目は半角／全角で設定可能ですが、下記以外の

属性と桁数で入力した場合、債権情報 CSV ファイル作成時にエラーが発生します。 

 

No 固定値の項目名 属性 桁数 必須／任意 備考 

1 借方勘定科目コード 全角／半角 10 必須  

2 貸方勘定科目コード 全角／半角 10 必須  

3 借方部門コード 全角／半角 6 必須  

4 貸方部門コード 全角／半角 6 必須  

5 税区分コード 全角／半角 2 必須  

6 税額 全角／半角 11 必須  

 

【参考】出力 CSV フォーマット詳細設定画面の初期設定値 

No 項目 項目番号（カッコ内は固定値の値） 

1 CSV 項目数 11 

2 利用者 ID の自動設定有無 

3  利用者 ID の自動設定有無 

（通知先情報） 

自動設定しない 

4 利用者 ID の自動設定有無 

（義務者情報、権利者情報） 

自動設定する 

5 タイトル行有無 

6  タイトル行有無 設定しない 

7 出力 CSV 項目設定 

8  データレコード項目 

9  作成対象区分 - 

10 通知作成日 - 

11 通知先情報_利用者番号 - 

12 通知先情報_通知先名ｶﾅ - 

13 通知先情報_金融機関コード - 

14 通知先情報_金融機関名ｶﾅ - 

15 通知先情報_支店コード - 

16 通知先情報_支店名ｶﾅ - 

17 通知先情報_口座種別 - 

18 通知先情報_口座番号 - 

19 通知先情報_利用者 ID - 

20 合計件数（件） - 

21 合計金額（円） - 

22 データレコード区分 - 

23 義務者情報_義務者名 - 

24 義務者情報_金融機関コード - 

25 義務者情報_金融機関名ｶﾅ - 

26 義務者情報_支店コード - 

27 義務者情報_支店名ｶﾅ - 

28 義務者情報_口座種別 - 

29 義務者情報_口座番号 - 

30 義務者情報_利用者 ID 3 
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No 項目 項目番号（カッコ内は固定値の値） 

31   権利者情報_権利者名 - 

32 権利者情報_金融機関コード - 

33 権利者情報_金融機関名ｶﾅ - 

34 権利者情報_支店コード - 

35 権利者情報_支店名ｶﾅ - 

36 権利者情報_口座種別 - 

37 権利者情報_口座番号 - 

38 権利者情報_利用者 ID - 

39 債権金額（円） 1 

40 支払期日 10 

41 譲渡制限有無 - 

42 記録番号 11 

43 依頼人 Ref.No. - 

44 電子記録年月日 2 

45 取消区分 - 

46 データレコード項目（任意項目） 

47  借方勘定科目コード 4（固定値：空） 

48 貸方勘定科目コード 5（固定値：空） 

49 借方部門コード 6（固定値：空） 

50 貸方部門コード 7（固定値：空） 

51 税区分コード 8（固定値：00） 

52 税額 9（固定値：0） 
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【参考】出力 CSV ファイルフォーマット 

No 項目 出力内容 備考 

1 データレコード 

2  伝票日付 通知ファイル．電子記録年月日  

3 伝票番号 半角スペース 5桁  

4 仕訳区分 半角スペース 2桁  

5 管理仕訳区分 半角スペース 1桁  

6 借方税計算モード 半角スペース 1桁  

7 借方部門コード 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定画面で設定された値  

8 借方部門名 半角スペース 30 桁  

9 借方勘定科目コード 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定画面で設定された値  

10 借方科目名 半角スペース 14 桁  

11 借方補助コード 通知ファイル．義務者情報の 

口座情報（金融機関コード／支店コード／口座種別／口座番号）に

一致する取引先管理情報．取引先 ID を自動設定 

 

12 借方補助名 半角スペース 14 桁  

13 借方税区分コード 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定画面で設定された値  

14 借方税区分名 半角スペース 14 桁  

15 借方金額 通知ファイル．債権金額   

16 借方消費税額 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定画面で設定された値  

17 貸方税計算モード 半角スペース 1桁  

18 貸方部門コード 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定画面で設定された値  

19 貸方部門名 半角スペース 30 桁  

20 貸方勘定科目コード 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定画面で設定された値  

21 貸方科目名 半角スペース 14 桁  

22 貸方補助コード 通知ファイル．義務者情報の 

口座情報（金融機関コード／支店コード／口座種別／口座番号）に

一致する取引先管理情報．取引先 ID を自動設定 

 

23 貸方補助名 半角スペース 14 桁  

24 貸方税区分コード 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定画面で設定された値  

25 貸方税区分名 半角スペース 14 桁  

26 貸方金額 通知ファイル．債権金額   

27 貸方消費税額 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定画面で設定された値  

28 摘要文 半角スペース 256 桁  

29 数字１ 通知ファイル．支払期日 YYMMDD 形式 

30 数字２ 通知ファイル．記録番号   

31 入力プログラム区分 半角スペース 2桁  

32 配賦元税計算 半角スペース 1桁  

33 配賦元集計方法 半角スペース 1桁  

34 配賦元集計開始日付 半角スペース 8桁  

35 配賦元集計終了日付 半角スペース 8桁  

36 配賦元管理仕訳区分 半角スペース 2桁  

37 配賦元部門コード 半角スペース 6桁  

38 配賦元部門名 半角スペース 30 桁  

39 配賦元科目コード 半角スペース 10 桁  

40 配賦元科目名 半角スペース 14 桁  

41 配賦元補助コード 半角スペース 10 桁  

42 配賦元補助名 半角スペース 14 桁  

43 配賦元金額 半角スペース 12 桁  

 

（CSV ファイルフォーマットの詳細については「PCA 会計」のヘルプをご参照ください。） 
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5 連携手順（連携 2） 

5.1 連携手順（連携 2） 

「PCA 会計」と本ソフトの連携手順を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

操作方法 

5.1.1 通知ファイルを読込む 

 

本ソフトで電子記録債権取引システムからダウンロードした通知ファイルを読込み、「PCA 会計」に読込ま

せる債権情報 CSV ファイルを作成します。 

 

 本ソフトの通知確認画面を開き、作成対象に「受入債権一覧（発生・譲渡による受入）」を選択しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.1.1 

通知ファイルを読

込む 

【本ソフト】 

 

5.1.2 

通知情報を 

確認する 

【本ソフト】 

5.1.3 

仕訳データを 

作成する 

【PCA 会計】 

「受入債権一覧（発生・譲渡による受入）」を選択した場合、通知ファイルから

発生・譲渡の受入情報のみを抽出した受入債権一覧を作成します。 

読込んだ通知ファイルの権利者口座情報に、自身の口座情報（通知先情報の口座

情報）が設定されている債権を抽出します。 
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 電子記録債権取引システムより取得した通知ファイルを読込みます。 

[参照]を押下します。 

 

 

 

 [参照]を押下すると、ファイルを開くダイアログが表示されます。 

内容を確認する通知ファイルを選択し、[開く]を押下します。 
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 選択したファイルが対象ファイルに表示されます。 

[読込実行]を押下します。 

 

 

 [読込実行]を押下すると、確認ダイアログが表示されます。 

よろしければ、[OK]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「4.2.3 出力 CSV 設定を設定する」で設定した使用フォーマット名（連携用_PCA 会

計（PCA））が表示されます。 

[OK]を押下後にエラーメッセージが表示される場合、トラブルシューティング「2.1.10 

連携エラー」をご参照ください。 
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通知確認表の作成時に出力されるファイルは下記の通りです。 

通知確認表 ：通知 YYYYMMDDhhmmss_確認表.xls 

CSV ファイル ：通知 YYYYMMDDhhmmss_CSVxxx.csv 

 通知確認表の作成が完了すると、確認ダイアログが表示されます。 

作成した通知確認表の保存先フォルダを表示する場合、[OK]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保存先フォルダが表示されますので、通知確認表、CSV ファイルが作成されていることを確認します。 
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5.1.2 通知情報を確認する 

 

 出力された通知確認表を開きます。 

（通知確認表の詳細は、基本操作編「6.2.8.1 通知確認表（概要）」、「6.2.8.2 通知確認表」をご

参照ください。） 

通知確認表は、「概要シート」と「詳細シート」で構成されています。 

 「概要シート」には、各詳細シートにおける「出力ファイル」、「通知先情報」、「合計件数」、「合

計計金額」の一覧が出力されています。 

例）通知確認表（概要シート） 

 

 

 

 「詳細シート」には、読込んだ通知ファイルの通知先口座情報ごとの詳細情報が出力されています。 

例）通知確認表（詳細シート） 

 

概要シート 

 

詳細シート 
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「詳細シート」は、通知先口座情報（金融機関コード／支店コード 

／口座種別／口座番号）ごとに作成されます。 

電子記録債権取引システムからダウンロードする際に、特定の通知先口座情報を 

指定した場合は、「詳細シート」が 1つだけ作成されることになります。 

出力ファイルも同様に、通知先口座情報の数だけ作成されます。 

作成対象が「受入債権一覧（発生・譲渡による受入）」を選択した際は、 

条件に該当する債権が存在した通知先口座情報のみ詳細シートおよび出力ファイル 

が出力されます。 

 

条件に該当する債権が存在しなかった通知先口座情報については、概要シートの 

「シート名」に「-（ハイフン）」が表示され、詳細シートおよび出力ファイルは 

出力されません。 
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5.1.3 仕訳伝票を作成する 

 

「5.1.1 通知ファイルを読込む」で作成した債権情報 CSV ファイルを「PCA 会計」で読込み、仕訳伝票を作

成します。 

 

 「PCA 会計」を開き、[随時]＞[汎用データの受入]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『税率 5％の経過措置の取引伝票』については、本連携手順にて債権情報 CSV ファ

イルを読込ませないよう注意ください。 

（経過措置の取引伝票を利用する場合には、「PCA 会計」のヘルプをご参照くださ

い。） 
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 ファイルパスに「5.1.1 通知ファイルを読込む」で作成した債権情報 CSV ファイルを選択し、データ

の選択、ファイルの詳細、受入条件、その他の設定を下記の通り選択し、[実行]を押下します。 
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 [実行]を押下すると、下記ダイアログが表示されます。 

よろしければ、[はい]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [転送]を押下します。 
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「5.1.1 通知ファイルを読込む」にて複数の債権情報 CSV ファイルが作成された場

合、本項の処理を CSV ファイル数分繰り返して受入を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 転送結果が正常であることを確認し、[閉じる]を押下します。 
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 仕訳伝票の内容を確認します。 

[データ入力]＞[振替伝票入力（コクヨ式）]を押下します。 
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「適要」については、債権情報 CSV ファイルからは連携されませんので、 

任意の内容を追記ください。 

 

 

 

 仕訳伝票の内容を確認し、問題がある場合は本画面より修正を行います。 

（振替伝票入力画面での部門の修正方法については「PCA 会計」のヘルプをご参照ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通知ファイルの債権情報 
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はじめに 

本書では、本ソフトとピー・シー・エー株式会社の仕入・在庫管理ソフト「PCA 商管」との連携について、

事前設定、連携手順を説明します。 

 

本書で使用する画面例については「PCA 商管 X」のものとなります。会計ソフトのバージョンにより表示内容

が異なる場合がありますが、操作方法に差異はありません。 

 

本書に記載されていない「PCA 商管」のその他機能の詳細については、「PCA 商管」のヘルプをご参照くださ

い。 
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1 連携の概要 

1.1 連携の概要  

本ソフトは、「PCA 商管」から出力した総合振込データを読込み、電子記録債権の債務情報を付加した発生

記録（債務者）一括請求ファイル（でんさいネット標準フォーマット（固定長テキスト形式）1.2 版の集信 1）

を出力することができます。「PCA 商管」をご利用の場合、本ソフトと連携することにより、簡単に仕入先

へ電子記録債権で支払うことができます。 
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なお、「PCA 商管」と本ソフトを連携する場合、お客様の利用方法によって、事前設定が異なりますのでご

注意ください。（下図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記①、②－1の場合、「支払先 A」「支払先 B」のように支払先が 2社の例を記載し

ておりますが、支払先が 2社以上でも連携可能です。 

振込は本ソフト経由では実施できません。振込データは EB ソフト等に読込み、振込を

実施してください。 

振込データの作成については「3 連携手順」をご参照ください。 

ダミー口座とは、本ソフトと「PCA 商管」の連携において、電子記録債権の支払と振込

の支払を分割するために使用する架空の口座になります。 

ダミー口座は決済には利用しません。 
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1.2 連携条件について  

連携可能な「PCA 商管」のバージョンについては、株式会社 NTT データフロンティアのホームページをご参

照ください。 
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1.3 連携の流れ 

 事前設定 

 

 

 

                                             

 

 

 

 連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本ソフトの事前設定 

「PCA 商管」の事前設定 
2.1参照 

2.2参照 

電子記録債権の振込データの出力 

 

3.1参照 

一括請求ファイルの申請（アップロード） 

一括請求結果ファイルのダウンロード 

（本ソフトのサポート対象外） 

 

 

 

(本ソフトのサポート対象外) 

3.1参照 

一括請求ファイルの修正 

（エラーがあった場合） 

3.1参照 

（以降、必要に応じて上記作業を繰り返し実施ください） 

（エラーがない場合） 

完了 

（電子記録債権取引システムへのアッ

プロード／ダウンロードはお客様にて

実施ください。） 

一括請求結果ファイルの確認 
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2 連携事前設定 

2.1 「PCA 商管」事前設定 

連携を行うための「PCA 商管」の事前設定方法を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.3 

仕入先を確認する 

 

2.1.1 

会社口座を 

確認する① 

 

2.1.2 

会社口座を 

確認する② 

 

2.1.3 

仕入先を確認する 

 

① 支払先企業すべてに電子記録債権で決済 

②－1 支払先企業ごとに電子記録債権と振込で決済 

②－2 同一の支払先企業に電子記録債権と振込で決済 
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操作方法 

2.1.1 会社口座を確認する① 

連携で使用する会社口座が登録されているか確認します。 

 

 [前準備]＞[会社マスター]＞[金融機関の登録]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[金融機関の登録]を押下時にデータ入力期間エラーが表示される場合、会社基本情

報の「伝票入力可能期間」と「在庫締切日」を入力してください。 
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 プルダウンで会社口座別を選択し、登録されている会社口座を選択し、[詳細]を押下します。 

会社コードが存在しない場合は、任意のコードで新規作成します。 

（新規作成方法については「PCA 商管」のヘルプをご参照ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都合により金融機関、支店は黒塗りでマスクしていますが、入力が必要な項目になり

ます。以降の金融機関、支店についても同様になります。 
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 金融機関情報、会社口座情報が入力されていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子記録債権の決済口座 

委託番号とは、総合振込や給与振込サービスを利用する際に、会社口座を管理する金

融機関が振込依頼人を識別するのに使用される番号です。これらのサービスを利用す

るには、前もって金融機関に委託番号を割り当ててもらう必要があります。 
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2.1.2 会社口座を確認する② 

連携で使用する会社口座が登録されているか確認します。 

 

 [前準備]＞[会社マスター]＞[金融機関の登録]を押下します。 
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 プルダウンで会社口座別を選択し、登録されている会社口座を選択し、[詳細]を押下します。 

会社コードが存在しない場合は、任意のコードで新規作成します。 

（新規作成方法については「PCA 商管」のヘルプをご参照ください。） 
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委託番号とは、総合振込や給与振込サービスを利用する際に、会社口座を管理する金

融機関が振込依頼人を識別するのに使用される番号です。これらのサービスを利用す

るには、前もって金融機関に委託番号を割り当ててもらう必要があります。 

 金融機関情報、会社口座情報が入力されていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子記録債権、銀行振込の決済口座 



 

 

 

 14 

 金融機関情報、会社口座情報が入力されていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本ソフトとの連携に使用するダミー口座 

ダミー口座とは、本ソフトとの連携に使用するための口座です。 

ダミー口座は決済には利用しません。 

登録の際は架空の口座番号を設定してください。 
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2.1.3 仕入先を確認する 

連携で使用する仕入先が登録されているか確認します。 

 

 [前準備]＞[取引先]＞[仕入先の登録(個別式)]を押下します。 
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 仕入先が存在することを確認します。 

仕入先が存在しない場合は、任意のコードで新規作成します。（下記例 1～2を参照） 

（新規作成方法については「PCA 商管」のヘルプをご参照ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

例 1 

例 2 
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例 1：「仕入先 A」の設定例 

 

No 項目 説明 

1 仕入先コード 任意のコードを入力します。 

2 仕入先名１ 仕入先名を入力します。 

3 振込口座情報 仕入先の口座情報を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

表に記載のない項目は本ソフトとの連携を行う上で必須ではありませんが、入力は可

能です。 

電子記録債権で支払う仕入先や、振込で支払う仕入先など、すべての仕入先を登録し

ます。支払方法による登録内容の違いはありません。 



 

 

 

 18 

例 2：「仕入先 B」の設定例 

 

No 項目 説明 

1 仕入先コード 任意のコードを入力します。 

2 仕入先名１ 仕入先名を入力します。 

3 振込口座情報 仕入先の口座情報を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

表に記載のない項目は本ソフトとの連携を行う上で必須ではありませんが、入力は可

能です。 



 

 

 

 19 

2.2 本ソフトの事前設定 

連携事前設定を行うための本ソフトの事前設定方法を説明します。 

作手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2.1 

取引先を 

設定する① 

2.2.2 

取引先を 

設定する② 

2.2.3 

社内口座を 

設定する① 

 

2.2.4 

社内口座を 

設定する② 

 

① 支払先企業すべてに電子記録債権で決済 

②－1 支払先企業ごとに電子記録債権と振込で決済 

②－2 同一の支払先企業に電子記録債権と振込で決済 
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操作方法 

2.2.1 取引先を設定する① 

 

 本ソフトの取引先管理画面を開き、「2.1.3 仕入先を確認する」で登録した仕入先情報が登録されて

いることを確認します。登録されていない場合は新規に登録します。 
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本ソフトへの登録時には、コピー＆ペーストをするなどし、「PCA 商管」の設定値

と完全に一致させてください。 

 口座情報に仕入先の口座情報を登録します。 
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2.2.2 取引先を設定する② 

 

 本ソフトの取引先管理画面を開き、「2.1.3 仕入先を確認する」で登録した仕入先情報が登録されて

いることを確認します。登録されていない場合は新規に登録します。 
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本ソフトへの登録時には、コピー＆ペーストをするなどし、「PCA 商管」の設定値

と完全に一致させてください。 

 口座情報に仕入先の口座情報を登録します。 
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2.2.3 社内口座を設定する① 

 

 本ソフトの社内口座管理画面を開き、社内口座情報が登録されていることを確認します。 

登録されていない場合は新規に登録します。 
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本ソフトへの登録時には、コピー＆ペーストをするなどし、「PCA 商管」の設定値

と完全に一致させてください。 

 口座情報に会社口座情報を登録します。 
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2.2.4 社内口座を設定する② 

 

 本ソフトの社内口座管理画面を開き、社内口座情報が登録されていることを確認します。 

登録されていない場合は新規に登録します。 
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本ソフトへの登録時には、コピー＆ペーストをするなどし、「PCA 商管」の設定値

と完全に一致させてください。 

 口座情報に会社口座情報を登録します。 
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3 連携手順 

3.1 連携手順 

「PCA 商管」と本ソフトの連携手順を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1.1 

支払伝票を 

作成する① 

【PCA 商管】 

3.1.2 

支払伝票を 

作成する② 

【PCA 商管】 

3.1.3 

振込データを 

作成する① 

【PCA 商管】 

3.1.4 

振込データを 

作成する② 

【PCA 商管】 

3.1.5 

一括請求ファイル 

を作成する① 

【本ソフト】 

① 支払先企業すべてに電子記録債権で決済 

②－1 支払先企業ごとに電子記録債権と振込で決済 

②－2 同一の支払先企業に電子記録債権と振込で決済 

3.1.6 

一括請求ファイル 

を作成する② 

【本ソフト】 

3.1.7 

一括請求ファイル 

をアップロードする 

【本ソフト】 

3.1.7 

一括請求ファイル 

をアップロードする 

【本ソフト】 
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操作方法 

3.1.1 支払伝票を作成する① 

支払伝票を作成します。 

 

 「PCA 商管」を開き、[仕入管理]＞[支払]＞[支払伝票入力（伝票式）]を押下します。 
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 支払伝票を作成します。 

 

1 
2 

4 

3 

支払先 A向け 

支払先 B向け 

電子記録債権で支払う支払伝票 

電子記録債権で支払う支払伝票 

1 
2 

4 

3 
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No 項目 説明 

1 支払日 支払日を入力します。 

2 支払先 支払先コードを入力します。 

3 会社口座コード 「2.1.1 会社口座を確認する①」で確認した会社口座のコードを入力します。 

4 支払金額（振込） 支払金額を入力します。 

表に記載のない項目は本ソフトとの連携を行う上で必須ではありませんが、入力は

可能です。 

支払伝票入力画面で入力した支払日、支払先（支払先口座情報）、会社口座コード（会

社口座情報）、金額は本ソフトの発生記録（債務者請求）作成画面に連携されます。 

支払日には本日以降、1ケ月以内の日付を入力してください。 
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3.1.2 支払伝票を作成する② 

支払伝票を作成します。 

 

 「PCA 商管」を開き、[仕入管理]＞[支払]＞[支払伝票入力（伝票式）]を押下します。 
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 支払伝票を作成します。 

 

 

1 2 

4 

3 

5 6 

8 

7 

電子記録債権で支払う支払伝票 

振込で支払う支払伝票 
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No 項目 説明 

電子記録債権で支払う支払伝票 

1 支払日 支払日を入力します。 

2 支払先 支払先コードを入力します。 

3 会社口座コード 「2.1.2 会社口座を確認する②」で確認した本ソフトとの連携に使用するダミー口座のコード

を入力します。 

4 支払金額（振込） 支払金額を入力します。 

振込で支払う支払伝票 

5 支払日 支払日を入力します。 

6 支払先 支払先コードを入力します。 

7 会社口座コード 「2.1.2 会社口座を確認する②」で確認した電子記録債権、銀行振込の決済口座のコードを入

力します。 

8 支払金額（振込） 支払金額を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表に記載のない項目は本ソフトとの連携を行う上で必須ではありませんが、入力は可

能です。 

電子記録債権で支払う支払伝票について、支払伝票入力画面で入力した支払日、支払

先（支払先口座情報）、会社口座コード（会社口座情報）、金額は本ソフトの発生記

録（債務者請求）作成画面に連携されます。 

支払日には本日以降、1ケ月以内の日付を入力してください。 



 

 

 

 35 

3.1.3 振込データを作成する① 

本ソフトと連携するための振込データを作成します。 

 

 [仕入管理]＞[支払]＞[振込一覧表]を押下します。 
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 条件を入力し、[実行]を押下します。 

 

No 項目 説明 

1 出力の種類 「FD用集計」を選択します。 

2 振込日 「3.1.1 支払伝票を作成する①」で入力した支払日を入力します。 

本ソフトの「発生記録（予定）日」に連携される項目です。 

3 会社口座 「3.1.1 支払伝票を作成する①」で入力した会社口座コードを入力します。 

4 マスタ参照 チェックを外します。 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

電子記録債権で支払う支払伝票の振込データを作成 

「3.1.1 支払伝票を作成する①」で複数の支払日で支払伝票を作成した場合、「3.1.3 

振込データを作成する①」を繰り返し実施し、振込データを支払日分作成してくださ

い。 
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 条件を入力し、[実行]を押下します。 

 

No 項目 説明 

1 出力指定 「総合振込データの作成」を選択します。 

2 出力先パス 任意の出力先を入力します 

 

 振込データの作成が完了すると、下記ダイアログが表示されます。 

[OK]を押下し、出力ファイルパスに振込データが存在することを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 上記で作成した支払先 Aと支払先 Bのデータが含まれた振込データは、「3.1.5 一括

請求ファイルを作成する」で本ソフトに読込み、一括請求ファイルを作成します。 
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3.1.4 振込データを作成する② 

本ソフトと連携するための振込データを作成します。 

 

 [仕入管理]＞[支払]＞[振込一覧表]を押下します。 
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 条件を入力し、[実行]を押下します。 

 

No 項目 説明 

1 出力の種類 「FD用集計」を選択します。 

2 振込日 「3.1.2 支払伝票を作成する②」で入力した支払日を入力します。 

本ソフトの「発生記録（予定）日」に連携される項目です。 

3 会社口座 「3.1.2 支払伝票を作成する②」で入力した本ソフトとの連携に使用するダミー口座のコー

ドを入力します。 

4 マスタ参照 チェックを外します。 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

電子記録債権で支払う支払伝票の振込データを作成 

「3.1.2 支払伝票を作成する②」で複数の支払日で支払伝票を作成した場合、「3.1.4 

振込データを作成する②」を繰り返し実施し、振込データを支払日分作成してくださ

い。 



 

 

 

 40 

 条件を入力し、[実行]を押下します。 

 

No 項目 説明 

1 出力指定 「総合振込データの作成」を選択します。 

2 出力先パス 任意の出力先を入力します。 

 

 振込データの作成が完了すると、下記ダイアログが表示されます。 

[OK]を押下し、出力ファイルパスに振込データが存在することを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記で作成した支払先 Aのデータが含まれた振込データは、「3.1.5 一括請求ファイ

ルを作成する」で本ソフトに読込み、一括請求ファイルを作成します。 
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 条件を入力し、[実行]を押下します。 

 

No 項目 説明 

1 出力の種類 「FD用集計」を選択します。 

2 振込日 「3.1.2 支払伝票を作成する②」で入力した支払日を入力します。 

本ソフトの「発生記録（予定）日」に連携される項目です。 

3 会社口座 「3.1.2 支払伝票を作成する②」で入力した電子記録債権、銀行振込の決済口座のコードを

入力します。 

4 マスタ参照 チェックを外します。 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

振込で支払う支払伝票の振込データを作成 

「3.1.2 支払伝票を作成する②」で複数の支払日で支払伝票を作成した場合、「3.1.3 

振込データを作成する②」を繰り返し実施し、振込データを支払日分作成してくださ

い。 
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 条件を入力し、[実行]を押下します。 

 

No 項目 説明 

1 出力指定 「総合振込データの作成」を選択します。 

2 出力先パス 任意の出力先を入力します。（ファイル名の重複に注意してください） 

 

 振込データの作成が完了すると、下記ダイアログが表示されます。 

[OK]を押下し、出力ファイルパスに振込データが存在することを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記で作成した支払先 Bのデータが含まれた振込データは、EB ソフト等に読込み、振

込を実施してください。 
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3.1.5 一括請求ファイルを作成する① 

「3.1.3 振込データを作成する①」で作成した振込データを本ソフトで読込み、一括請求ファイルを作成

します。 

 

 本ソフトの発生記録（債務者）請求作成画面を開き、[総合振込データ読込]を押下します。 
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 条件を入力し、[読込実行]を押下します。 

 

 

No 項目 説明 

1 取組日（振込指定日）

の割り当て先 

「発生記録（予定）日」を選択します。 

2 支払期日 電子記録債権の支払期日を入力します。 

3 譲渡制限有無 電子記録債権の譲渡制限有無を選択します。 

4 対象ファイル 作成した振込データを選択します。 

 

 

1 

2 

3 

4 
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 表示された内容を確認し、[一括請求ファイル作成]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目 説明 

1 発生記録（予定）日 「3.1.1 支払伝票を作成する①」で入力した支払日が設定されます。 

2 債務者（請求者）情報 「3.1.1 支払伝票を作成する①」で入力した会社コードに対応する情報が設定されます。 

3 債権者情報 「3.1.1 支払伝票を作成する①」で入力した支払先に対応する情報が設定されます。 

4 債権金額（円） 「3.1.1 支払伝票を作成する①」で入力した支払金額（振込）が設定されます。 

5 支払期日 総合振込データ読込画面で入力した支払期日が設定されます。 

6 譲渡制限有無 総合振込データ読込画面で入力した譲渡制限有無が設定されます。 

1 

3 

4 5 6 

画面左 

画面右 

2 

電子記録債権、銀行振込の決済口座 

電子記録債権で支払う支払伝票の振込データ 
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 下記ダイアログの[OK]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下記ダイアログの[OK]を押下します。 
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 保存先フォルダが表示されますので、一括請求ファイル、一括請求確認表が作成されていることを 

確認します。 

（CSV ファイルは、システム設定画面にて「出力 CSV 設定」の「一括請求ファイル」を「出力する」に 

設定している場合のみ出力されます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一括請求ファイルの作成時に出力されるファイルは下記の通りです。 

 

一括請求ファイル  

CSV ファイル   

一括請求確認表   

 

 

※システム設定画面「共通設定情報」の「一括請求ファイル拡張子」にて 

「付与する」を選択した場合、設定した拡張子が付与されます。 

 

：発生記録（債務者）請求 YYYYMMDDhhmmss※ 

：発生記録（債務者）請求 YYYYMMDDhhmmss_CSV.csv 

：発生記録（債務者）請求 YYYYMMDDhhmmss_確認表.xls 

 

「3.1.3 振込データを作成する①」で複数の振込データを作成した場合、 

「3.1.5 一括請求ファイルを作成する①」を繰り返し実施してください。 
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3.1.6 一括請求ファイルを作成する② 

「3.1.4 振込データを作成する②」で作成した振込データを本ソフトで読込み、一括請求ファイルを作成

します。 

 

 本ソフトの発生記録（債務者）請求作成画面を開き、[総合振込データ読込]を押下します。 
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 条件を入力し、[読込実行]を押下します。 

 

No 項目 説明 

1 取組日（振込指定日）

の割り当て先 

「発生記録（予定）日」を選択します。 

2 支払期日 電子記録債権の支払期日を入力します。 

3 譲渡制限有無 電子記録債権の譲渡制限有無を選択します。 

4 対象ファイル 作成した振込データを選択します。 

 

 

 

1 

2 

3 

4 
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 0 ダミー口座が表示されていることを確認し、[呼出]を押下します。 

 

 電子記録債権、銀行振込の決済口座を選択し、[選択]を押下します。 

ダミー口座 

電子記録債権で支払う支払伝票の振込データ 

電子記録債権、銀行振込の決済口座 
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 表示された内容を確認し、[一括請求ファイル作成]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目 説明 

1 発生記録（予定）日 「3.1.2 支払伝票を作成する②」で入力した支払日が設定されます。 

2 債務者（請求者）情報 社内口座選択画面で選択した口座情報が設定されます。 

3 債権者情報 「3.1.2 支払伝票を作成する②」で入力した支払先に対応する情報が設定されます。 

4 債権金額（円） 「3.1.2 支払伝票を作成する②」で入力した支払金額（振込）が設定されます。 

5 支払期日 総合振込データ読込画面で入力した支払期日が設定されます。 

6 譲渡制限有無 総合振込データ読込画面で入力した譲渡制限有無が設定されます。 

 

 

1 

4 5 6 

画面左 

画面右 

2 

電子記録債権、銀行振込の決済口座 

電子記録債権で支払う支払伝票の振込データ 
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 下記ダイアログの[OK]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下記ダイアログの[OK]を押下します。 
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 保存先フォルダが表示されますので、一括請求ファイル、一括請求確認表が作成されていることを 

確認します。 

（CSV ファイルは、システム設定画面にて「出力 CSV 設定」の「一括請求ファイル」を「出力する」に 

設定している場合のみ出力されます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一括請求ファイルの作成時に出力されるファイルは下記の通りです。 

 

一括請求ファイル  

CSV ファイル   

一括請求確認表   

 

 

※システム設定画面「共通設定情報」の「一括請求ファイル拡張子」にて 

「付与する」を選択した場合、設定した拡張子が付与されます。 

：発生記録（債務者）請求 YYYYMMDDhhmmss※ 

：発生記録（債務者）請求 YYYYMMDDhhmmss_CSV.csv 

：発生記録（債務者）請求 YYYYMMDDhhmmss_確認表.xls 

 

「3.1.4 振込データを作成する②」で複数の振込データを作成した場合、「3.1.6 一

括請求ファイルを作成する②」を繰り返し実施してください。 
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3.1.7 一括請求ファイルをアップロードする  

 出力された一括請求確認表を確認し、想定した請求内容になっていることをご確認ください。 

（一括請求確認表の詳細は、基本操作編「6.2.2 発生記録（債務者）請求確認表」、 

「6.2.3 発生記録（債権者）請求確認表」をご参照ください。） 

請求内容に誤りがある場合は、再度「3.1.1 支払伝票を作成する①」もしくは「3.1.2 支払伝

票を作成する②」を実施し、該当箇所を修正の上、一括請求ファイルを作成してください。 

 

例）発生記録（債務者）請求確認表 

 

 

 電子記録債権取引システムへの一括請求ファイル申請（アップロード）作業を実施してください。 

電子記録債権取引システムより一括請求結果が返却後、業務編「3.4 発生記録（債務者／債権者）請求の

一括請求結果確認」を実施してください。 

 

例）一括請求結果確認表 
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はじめに 

本書では、本ソフトと弥生株式会社の会計ソフト「弥生会計」との連携について、事前設定、連携手順を説

明します。 

 

本書で使用する画面例については「弥生会計 15」のものとなります。会計ソフトのバージョンにより表示内

容が異なる場合がありますが、操作方法に差異はありません。 

 

本書に記載されていない「弥生会計」のその他機能の詳細については、「弥生会計」の操作説明をご参照く

ださい。 
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1 連携の概要 

1.1 連携の概要  

本ソフトは、電子記録債権取引システムからダウンロードした通知ファイル（でんさいネット標準フォーマ

ット（固定長テキスト形式）1.2 版の配信 1）を読込み、電子記録債権の債務情報を省いた債権情報 CSV フ

ァイル（受入債権一覧）を出力することができます。出力した債権情報 CSV ファイルを「弥生会計」に読込

むことにより、債権情報ごとに回収から決済までの一貫した履歴管理を行うことができます。 

本連携では、債権情報の履歴管理は「弥生会計」の受取手形一覧画面で実施します。 
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1.2 連携ソフト 

連携可能な「弥生会計」のバージョンについては、株式会社 NTT データフロンティアのホームページをご参

照ください。 
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1.3 連携の流れ 

 事前設定 

 

 

 

                                             

 

                                   

 

 

 連携手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本ソフトの事前設定 

「弥生会計」の事前設定 
2.1参照 

2.2参照 

通知ファイルのダウンロード 

（本ソフトのサポート対象外） 

 

 

 

(本ソフトのサポート対象外) 

（電子記録債権取引システムからのダウ

ンロードはお客様にて実施ください。） 

通知ファイルの読込み 

 

3.1参照 

仕訳書き出しの実施 

 

3.1参照 
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2 連携事前設定 

2.1 「弥生会計」の事前設定 

連携を行うための「弥生会計」の事前設定方法を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

操作方法 

2.1.1 決済用口座を確認する 

 

連携で使用する決済用口座が登録されているか確認します。 

 

 「弥生会計」を開き、[導入]＞[導入設定ウィザード]を押下します。 

 

 

2.1.1 

決済用口座を 

確認する 

2.1.2 

勘定科目を 

確認する 

2.1.3 

補助科目を 

確認する 

 

2.1.4 

部門を 

確認する 
（プロフェッショナルを

ご利用の場合のみ） 
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 [次へ]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入設定ウィザード画面で「預貯金情報の設定」を表示します。 

「預貯金情報の設定」にて、自社の電子記録債権の決済用口座が登録されていることを確認します。 

自社の電子記録債権の決済用口座が登録されていない場合は、追加します。 

（新規作成方法については「弥生会計」のヘルプをご参照ください。） 
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2.1.2 勘定科目を確認する 

 

連携で使用する勘定科目が登録されているか確認します。 

 

 「弥生会計」を開き、[導入]＞[科目設定]を押下します。 
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 売上債権に、勘定科目「売掛金」が登録されていることを確認します。 

勘定科目「売掛金」が登録されていない場合は、新規作成します。 

（新規作成方法については「弥生会計」のヘルプをご参照ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本ソフトとの連携のためには、「売掛金」にあたる勘定科目を 15 文字以内で登録するか、 

「弥生会計」のマッチングリスト機能を利用して紐づけを行う必要があります。 

（マッチングリスト機能については「弥生会計」の操作説明をご参照ください。） 

 

本マニュアルは、下記の仕訳を想定しています。 

商品の売買      ：（借）売掛金     （貸） 売上  

回収（連携）時  ：（借）電子記録債権 （貸） 売掛金  

決済時          ：（借）現金     （貸） 電子記録債権 
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 売上債権に、勘定科目「電子記録債権」が登録されていることを確認します。 

勘定科目「電子記録債権」が登録されていない場合は、新規作成します。 

（新規作成方法については「弥生会計」のヘルプをご参照ください。） 
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2.1.3 補助科目を確認する 

 

連携で使用する補助科目が登録されているか確認します。 

 

 「弥生会計」を開き、[導入]＞[科目設定]を押下します。 
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 左上の「補助科目を表示」にチェックを付けて、補助科目欄を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補助科目欄が非表示の状態では、補助科目の登録はできません。 
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 勘定科目「売掛金」を選択します。 

 

取引先の情報が、補助科目欄に登録されていることを確認します。 

勘定科目「売掛金」に補助科目が登録されていない場合は、補助科目欄に取引先を新規作成します。 

（新規作成方法については「弥生会計」の操作説明をご参照ください。） 

 

 

 
登録した「補助科目」は、「2.2.4 取引先を設定する」にて、本ソフト用の 

事前設定として使用するため、値をお控えください。 
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 勘定科目「電子記録債権」を選択します。 

 

取引先の情報が、補助科目欄に登録されていることを確認します。 

勘定科目「電子記録債権」に補助科目が登録されていない場合は、補助科目欄に取引先を新規作成 

します。 

（新規作成方法については「弥生会計」の操作説明をご参照ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

勘定科目「電子記録債権」の補助科目については、本ソフトと「弥生会計」の連携の

必須項目ではないため、登録は任意です。 
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2.1.4 部門を確認する 

 

お使いの会計ソフトが「弥生会計 プロフェッショナル」の場合、連携で使用する部門が登録されて 

いるか確認します。 

 

 

 

 

 

 「弥生会計」を開き、[導入]＞[部門設定]を押下します。 

 

 

 

お使いの会計ソフトが「弥生会計 スタンダード」の場合、本項の作業は不要です。 



 

 

 

 16 

 電子記録債権を利用する部門が登録されていることを確認します。 

電子記録債権を利用する部門が登録されていない場合は、新規作成します。 

（新規作成方法については「弥生会計」の操作説明をご参照ください。） 

 

 

登録した「部門」は、「2.2.3 固定値を設定する」にて、 

本ソフト用の事前設定として使用するため、値をお控えください。 

本ソフトとの連携のためには、部門を 15 文字以内で登録するか、「弥生会計」の 

マッチングリスト機能を利用して紐づけを行う必要があります。 

（マッチングリスト機能については「弥生会計」の操作説明をご参照ください。） 
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2.2 本ソフトの事前設定 

連携を行うための本ソフトの事前設定方法を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

操作方法 

2.2.1 通知確認設定情報を設定する  

 

 本ソフトのシステム設定画面を開き、通知確認設定情報の予約通知を「出力しない」に設定し、[保存]

を押下します。 

 

 

2.2.1 

通知確認設定情報

を設定する 

2.2.2 

出力 CSV 設定を 

設定する 

 

2.2.3 

固定値を設定する 

2.2.4 

取引先を設定する 
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2.2.2 出力 CSV 設定を設定する 

 

 本ソフトのシステム設定画面を開きます。 

出力 CSV 設定の使用フォーマットに「連携用_弥生会計（弥生）」を選択し、[保存]を押下します。 
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2.2.3 固定値を設定する 

 

出力 CSV フォーマット詳細設定画面を開き、「弥生会計」に登録されている勘定科目と部門を設定 

します。 

 

 本ソフトのシステム設定画面を開き、出力 CSV 設定の[修正]を押下します。 
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連携用の出力 CSV フォーマットについては、「フォーマット名」の修正はできませ

ん。 

 

 出力 CSV フォーマットの通知の[設定]を押下します。 
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 出力 CSV フォーマット詳細設定画面の固定値を設定し、[保存]を押下します。 

設定値については次ページ以降の通り設定します。 
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「受取先（勘定科目）」には「売掛金」が初期設定されています。 

「売掛金」以外の勘定科目を設定する場合にのみ、設定する必要があります。 

 「受取先（勘定科目）」の固定値については、「弥生会計」の勘定科目「売掛金」を設定します。 
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通知ファイルに、設定した部門以外の通知が含まれている場合は、 

「3.1.6 顛末を更新する」で該当の債権情報の部門を変更する必要がありま

す。 

 お使いの会計ソフトが「弥生会計 プロフェッショナル」の場合、「部門」の固定値については「2.1.4 

部門を確認する」で登録した部門の中から該当する「部門」を設定します。 

 

 

 

お使いの会計ソフトが「弥生会計 スタンダード」の場合、本項の作業は不要です。 
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【参考】固定値の属性と桁数について 

出力 CSV フォーマット詳細設定画面の固定値について、各項目は半角／全角で設定可能ですが、下記以外の

属性と桁数で入力した場合、債権情報 CSV ファイル作成時にエラーが発生します。 

 

No 固定値の項目名 属性 桁数 必須／任意 備考 

1 識別フラグ 全角／半角 40 任意  

2 受取先（勘定科目） 全角／半角 40 任意  

3 部門 全角／半角 40 任意  

 

【参考】「弥生会計」出力 CSV フォーマット詳細設定画面の初期設定値 

No 項目 項目番号（カッコ内は固定値の値） 

1 CSV 項目数 14 

2 利用者 ID の自動設定有無 

3  利用者 ID の自動設定有無 

（通知先情報） 

自動設定しない 

4 利用者 ID の自動設定有無 

（義務者情報、権利者情報） 

自動設定する 

5 タイトル行有無 

6  タイトル行有無 設定しない 

7 出力 CSV 項目設定 

8  データレコード項目 

9  作成対象区分 - 

10 通知作成日 - 

11 通知先情報_利用者番号 - 

12 通知先情報_通知先名ｶﾅ - 

13 通知先情報_金融機関コード - 

14 通知先情報_金融機関名ｶﾅ - 

15 通知先情報_支店コード - 

16 通知先情報_支店名ｶﾅ - 

17 通知先情報_口座種別 - 

18 通知先情報_口座番号 - 

19 通知先情報_利用者 ID - 

20 合計件数（件） - 

21 合計金額（円） - 

22 データレコード区分 - 

23 義務者情報_義務者名 14 

24 義務者情報_金融機関コード - 

25 義務者情報_金融機関名ｶﾅ - 

26 義務者情報_支店コード - 

27 義務者情報_支店名ｶﾅ - 

28 義務者情報_口座種別 - 

29 義務者情報_口座番号 - 

30 義務者情報_利用者 ID 4 

31 権利者情報_権利者名 - 

32 権利者情報_金融機関コード - 

33 権利者情報_金融機関名ｶﾅ - 
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No 項目 項目番号（カッコ内は固定値の値） 

34   権利者情報_支店コード - 

35 権利者情報_支店名ｶﾅ - 

36 権利者情報_口座種別 - 

37 権利者情報_口座番号 - 

38 権利者情報_利用者 ID - 

39 債権金額（円） 7 

40 支払期日 8 

41 譲渡制限有無 - 

42 記録番号 9 

43 依頼人 Ref.No. - 

44 電子記録年月日 2 

45 取消区分 - 

46 データレコード項目（任意項目） 

47  識別フラグ 1 （固定値：受） 

48 受取先（勘定科目） 3 （固定値：売掛金） 

49 部門 12（固定値：空） 
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【参考】出力 CSV ファイルフォーマット 

No 項目 出力内容 備考 

1 識別フラグ 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定画面で設定された値  

2 回収日 通知ファイル．電子記録年月日  

3 受取先（勘定科目） 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定画面で設定された値  

4 

受取先（補助科目） 通知ファイル．義務者情報の口座情報（金融機関コード／支

店コード／口座種別／口座番号）に一致する取引先管理情報．

取引先 ID を自動設定 

 

5 未使用項目 -（設定しない） 項目区切りのカンマのみ 

6 未使用項目 -（設定しない） 項目区切りのカンマのみ 

7 金額 通知ファイル．債権金額  

8 手形期日 通知ファイル．支払期日  

9 備考 通知ファイル．記録番号  

10 手形種類 -（設定しない） 項目区切りのカンマのみ 

11 手形番号 -（設定しない） 項目区切りのカンマのみ 

12 部門 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定画面で設定された値  

13 支払場所 -（設定しない） 項目区切りのカンマのみ 

14 振出人 通知ファイル．義務者情報の義務者名  

（CSV ファイルフォーマットの詳細については「弥生会計」のヘルプをご参照ください。） 
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2.2.4 取引先を設定する 

 

 本ソフトの取引先管理画面を開き、「2.1.3 補助科目を確認する」で勘定科目「売掛金」の補助科目

に登録した取引先の取引先情報が登録されていることを確認します。登録されていない場合は新規に登

録します。 
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本ソフトへの登録時には、コピー＆ペーストをするなどし、「弥生会計」の 

設定値と完全に一致させてください。 

 「取引先 ID」に、「2.1.3 補助科目を確認する」で登録した勘定科目「売掛金」の補助科目を登録し

ます。 
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3 連携手順 

3.1 連携手順 

「弥生会計」と本ソフトの連携手順を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

 

 

 

操作方法 

3.1.1 通知ファイルを読込む 

 

本ソフトで電子記録債権取引システムからダウンロードした通知ファイルを読込み、「弥生会計」に読込ま

せる債権情報 CSV ファイルを作成します。 

 

 本ソフトの通知確認画面を開き、作成対象に「受入債権一覧（発生・譲渡による受入）」を選択します。 

 

3.1.1 

通知ファイルを読

込む 

【本ソフト】 

 

3.1.2 

通知情報を 

確認する 

【本ソフト】 

3.1.3 

債権情報を 

登録する 

【弥生会計】 

3.1.4 

仕訳設定を 

行う 

【弥生会計】 

3.1.5 

仕訳書き出しを 

行う 

【弥生会計】 

3.1.6 

顛末を 

更新する 

【弥生会計】 
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 電子記録債権取引システムより取得した通知ファイルを読込みます。 

[参照]を押下します。 

 

 

 [参照]を押下すると、ファイルを開くダイアログが表示されます。 

内容を確認する通知ファイルを選択し、[開く]を押下します。 

 

 

「受入債権一覧（発生・譲渡による受入）」を選択した場合、通知ファイルから発生・

譲渡の受入情報のみを抽出した受入債権一覧を作成します。 

 

読込んだ通知ファイルの権利者口座情報に、自身の口座情報（通知先情報の口座情報）

が設定されている債権を抽出します。 
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選択したファイルが対象ファイルに表示されます。 

[読込実行]を押下します。 

 

 

 [読込実行]を押下すると、確認ダイアログが表示されます。 

よろしければ、[OK]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[OK]を押下後にエラーメッセージが表示される場合、トラブルシューティング「2.1.10 

連携エラー」をご参照ください。 

「2.2.2 出力 CSV 設定を設定する」で設定した使用フォーマット名（連携用_弥生会

計（弥生））が表示されます。 
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通知確認表の作成時に出力されるファイルは下記の通りです。 

通知確認表 ：通知 YYYYMMDDhhmmss_確認表.xls 

CSV ファイル ：通知 YYYYMMDDhhmmss_CSVxxx.csv 

 

 

 

 

 

 通知確認表の作成が完了すると、確認ダイアログが表示されます。 

作成した通知確認表の保存先を表示する場合、[OK]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保存先フォルダが表示されますので、通知確認表、CSV ファイルが作成されていることを確認します。 

 

 

 



 

 

 

 33 

3.1.2 通知情報を確認する 

 

 出力された通知確認表を開きます。 

（通知確認表の詳細は、基本操作編「6.2.8.1 通知確認表（概要）」、「6.2.8.2 通知確認表」をご参

照ください。） 

通知確認表は、「概要シート」と「詳細シート」で構成されています。 

 「概要シート」には、各詳細シートにおける「出力ファイル」、「通知先情報」、「合計件数」、「合

計金額」の一覧が出力されています。 

例）通知確認表（概要シート） 

 

 

 「詳細シート」には、読込んだ通知ファイルの通知先口座情報ごとの詳細情報が出力されています。 

例）通知確認表（詳細シート） 

 

 

 

 

概要シート 

 

詳細シート 
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「詳細シート」は、通知先口座情報（金融機関コード／支店コード 

／口座種別／口座番号）ごとに作成されます。 

電子記録債権取引システムからダウンロードする際に、特定の通知先口座情報を 

指定した場合は、「詳細シート」が 1つだけ作成されることになります。 

出力ファイルも同様に、通知先口座情報の数だけ作成されます。 

作成対象が「受入債権一覧（発生・譲渡による受入）」を選択した際は、 

条件に該当する債権が存在した通知先口座情報のみ詳細シートおよび出力ファイル 

が出力されます。 

 

条件に該当する債権が存在しなかった通知先口座情報については、概要シートの 

「シート名」に「-（ハイフン）」が表示され、詳細シートおよび出力ファイルは 

出力されません。 
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3.1.3 債権情報を登録する 

 

「3.1.1 通知ファイルを読込む」で作成した債権情報 CSV ファイルを「弥生会計」で読込み、受取手形一

覧画面に登録します。 

 [拡張機能]＞[手形管理]＞[受取手形一覧]を押下します。 
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 [ファイル]＞[インポート]を押下すると、インポートダイアログが表示されます。  
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 「インポートファイル名」の[参照]を押下します。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 ファイル拡張子の設定を「テキストファイル」から「すべてのファイル」に変更します。 
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 「3.1.1 通知ファイルを読込む」で本ソフトから出力した通知 CSV ファイルを選択し、[開く]を押下

します。 
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「3.1.1 通知ファイルを読込む」にて複数の債権情報 CSV ファイルが作成された場

合、本稿の処理を CSV ファイル数分繰り返してインポートを行ってください。 

 

 

 

 

 [OK]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 受取手形一覧画面に債権情報が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

通知ファイルの債権情報 

債権情報の登録時、顛末には「回収」、種類には「約束手形」が設定 

されます。 
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3.1.4 仕訳設定を実施する 

 

債権情報の仕訳書き出しに関する設定を行います。 

 

 [拡張機能]＞[手形管理]＞[仕訳設定]を押下します。 
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 [受取手形]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仕訳方法に「直接法」を選択します。（本例では直接法にて実施します。） 
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 顛末に「回収」を選択します。 

 

 選択した顛末の仕訳時の借方科目、貸方科目を選択します。 
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「3.1.1 通知ファイルを読込む」にて複数の債権情報 CSV ファイルが 

作成された場合、本項の処理を CSV ファイル数分繰り返して仕訳設定を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 [OK]を押下します。 

 

本マニュアルは、下記の仕訳を想定しています。 

商品の売買      ：（借）売 掛 金    （貸） 売上  

回収（連携）時  ：（借）電子記録債権 （貸） 売掛金  

決済時          ：（借）現金     （貸） 電子記録債権 
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3.1.5 仕訳書き出しを実施する 

 

債権情報の顛末（回収、決済）が切り替わるごとに、仕訳書き出しを行います。 

 

 [拡張機能]＞[手形管理]＞[受取手形一覧]を押下します。 
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 仕訳を書き出す債権情報を選択します。 

 

 [仕訳書出]を押下します。 
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 [借方補助科目]を選択します。 
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 [貸方補助科目]を選択します。 
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受取手形一覧から作成した仕訳であるため帳簿の生成元に「受手」と表示 

されます。 

 

 

 

 [登録]を押下します。 
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3.1.6 顛末を更新する 

 

登録した債権情報の顛末（回収、決済）が切り替わるごとに、顛末の更新を行います。 

 

 [拡張機能]＞[手形管理]＞[受取手形一覧]を押下します。 
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債権情報登録時は、顛末に「回収」が設定されますので顛末を更新する必要はありません。 

 顛末を更新する手形を選択して右クリックメニュー[編集]を押下します。 
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 [更新]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 顛末より「決済」を選択し、顛末の日付を入力します。 
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銀行科目と銀行補助の更新が必要な場合は、受取手形の編集画面で入力してください。 

 [OK]を押下します。 
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はじめに 

本書では、本ソフトと株式会社ＴＫＣの会計ソフト「FX シリーズ」との連携について、事前設定、連携手順

を説明します。 

 

本書に記載されていない「FX シリーズ」のその他機能の詳細については、「FX シリーズ」の操作説明をご参

照ください。 
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1 連携の概要 

1.1 連携の概要  

本ソフトは、電子記録債権取引システムからダウンロードした通知ファイル（でんさいネット標準フォーマ

ット（固定長テキスト形式）1.2 版の配信 1）を読込み、電子記録債権の債務情報を省いた債権情報ファイル

（受入債権一覧）を出力することができます。出力した債権情報ファイルを「FX シリーズ」に読込むことに

より、簡単に仕訳伝票を作成することができます。 
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1.2 連携の流れ 

 事前設定 

 

 

 

                                             

 

                                   

 

 

 連携手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

本ソフトの事前設定 

「FX シリーズ」の事前設定 
2.1参照 

2.2参照 

通知ファイルのダウンロード 

（本ソフトのサポート対象外） 

 

 

 

(本ソフトのサポート対象外) 

（電子記録債権取引システムからのダウ

ンロードはお客様にて実施ください。） 

通知ファイルの読込み 

 

3.1参照 

仕訳伝票の作成 3.1参照 
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2 連携事前設定 

2.1 「FX シリーズ」の事前設定 

連携を行うための「FX シリーズ」の事前設定方法を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

操作方法 

2.1.1 勘定科目を確認する 

 

連携で使用する勘定科目が登録されているか確認します。 

 

 お使いの会計ソフトが「FX2」の場合、[自社情報]＞[勘定科目情報]を押下します。 

お使いの会計ソフトが「FX4 クラウド」の場合、[会社情報]＞[勘定科目情報]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.1.1 

勘定科目を確認す

る 

2.1.2 

補助コードを確認す

る 

2.1.3 

取引先情報を確認

する 

2.1.4 

関与先コードを確

認する 

 

2.1.5 

データ作成システム

区分を確認する 

 



 

 

 

 6 

 勘定科目「電子記録債権」のコードを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コード」は、「2.2.4 固定値を設定する」にて、本ソフト用の事前設定として使用する

ため、値をお控えください。 
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 勘定科目「売掛金」のコードを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本マニュアルは、下記の仕訳を想定しています。 

（借）電子記録債権／（貸）売掛金 

 

下記の仕訳など、別の勘定科目を使用する場合は、該当の勘定科目が存在することを 

ご確認ください。 

（借）電子記録債権／（貸）売上高 

 

「コード」は、「2.2.4 固定値を設定する」にて、本ソフト用の事前設定として使用する

ため、値をお控えください。 
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2.1.2 補助コードを確認する 

 

勘定科目「電子記録債権」を口座別管理している場合、補助コードを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 お使いの会計ソフトが「FX2」の場合、[自社情報]＞[勘定科目情報]を押下します。 

お使いの会計ソフトが「FX4 クラウド」の場合、[会社情報]＞[勘定科目情報]を押下します。 

 

 

 

勘定科目「電子記録債権」を口座別管理していない場合（補助コードを利用していない

場合）、本項の作業は不要です。 
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 勘定科目「電子記録債権」を選択し、[口座別]を押下します。 

 

 

 

 

[口座別]が非表示の場合、もしくは別ボタンが表示されている場合、勘定科目「電子記録

債権」は口座別管理を行っていないため、本項の作業は不要です。 
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 補助コードを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コード」は、「2.2.4 固定値を設定する」にて、本ソフト用の事前設定として使用 

するため、値をお控えください。 
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2.1.3 取引先情報を確認する 

 

連携で使用する取引先情報が登録されているか確認します。 

 

 お使いの会計ソフトが「FX2」の場合、[自社情報]＞[取引先名]を押下します。 

お使いの会計ソフトが「FX4 クラウド」の場合、[会社情報]＞[取引先名]を押下します。 
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 取引先に対応するレコードが存在することを確認します。 

存在しない場合は、任意のコードで新規作成します。 

（新規作成方法については「FX シリーズ」の操作説明をご参照ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子記録債権を受け入れる対象の取引先をすべて登録しておく必要があります。 

取引先が増減した場合は、都度修正ください。 

登録した「コード」は、「2.2.2 取引先を設定する」にて、本ソフト用の事前設定として

使用するため、コードの頭ゼロを除いた値をお控えください。 
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2.1.4 関与先コードを確認する  

 

連携で使用する関与先コードを確認します。 

 

 お使いの会計ソフトが「FX2」の場合、[自社情報]＞[自社情報]を押下します。 

お使いの会計ソフトが「FX4 クラウド」の場合、[会社情報]＞[自社情報]を押下します。 
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 分類コード・合併コードの 3 桁の数字（関与先コード）を確認します。 

 

 

 

 

 

 

3 桁の数字（関与先コード）は、「2.2.4 固定値を設定する」にて、本ソフト用の事前

設定として使用するため、コードの頭ゼロを除いた値をお控えください。 
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2.1.5 データ作成システム区分を確認する  

 

お使いの会計ソフトが「FX4 クラウド」の場合、連携で使用するデータ作成システム区分を確認します。 

 

 

 

 

 

 

 [仕訳連携]＞[業務システムの登録]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お使いの会計ソフトが「FX2」の場合、本項の作業は不要です。 
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 本ソフトに対応するレコードが存在することを確認します。 

存在しない場合は、101～998 の中で他と重複しないコードで新規作成します。 

（新規作成方法については「FX4 クラウド」の操作説明をご参照ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 桁の数字（データ作成システム区分）は、「2.2.4 固定値を設定する」にて、 

本ソフト用の事前設定として使用するため、値をお控えください。 
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 データ作成システム区分に対応する読込フォルダが設定されていることを確認します。 

[仕訳連携]＞[読込フォルダの設定]を押下します。 
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 本ソフトに対応するレコードが存在することを確認します。 

存在しない場合は、[登録]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「業務システム」にデータ作成システム区分と本ソフト名を入力します。 

「仕訳ファイルの格納先フォルダ」は[参照]を押下し、任意のフォルダを選択します。 

上記設定が完了後、[OK]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
仕訳ファイルの格納先フォルダは、「3.1.4 仕訳伝票を作成する（FX4 クラウドの場

合）」にて使用するため、値をお控えください。 
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2.2 本ソフトの事前設定 

連携を行うための本ソフトの事前設定方法を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

操作方法 

2.2.1 通知確認設定情報を設定する  

 

 本ソフトのシステム設定画面を開き、通知確認設定情報の予約通知を「出力しない」に設定し、[保存]

を押下します。 

 

 

 

2.2.1 

通知確認設定情報

を設定する 

2.2.2 

取引先を設定する 

 

2.2.3 

出力 CSV 設定を 

設定する 

 

2.2.4 

固定値を設定する 
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2.2.2 取引先を設定する 

 

 本ソフトの取引先管理画面を開き、「2.1.3 取引先情報を確認する」で登録した取引先情報が登録

されていることを確認します。登録されていない場合は新規に登録します。 
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・取引先 ID は、半角英数字で登録してください。 

・コードの頭ゼロを除いた値で登録してください。 

 取引先 ID に取引先情報のコードを登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電子記録債権を受け入れる 

対象の取引先 

電子記録債権を受け入れる 

対象の取引先をすべて登録する 
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2.2.3 出力 CSV 設定を設定する 

 

 本ソフトのシステム設定画面を開き、出力 CSV 設定の使用フォーマットに「連携用_FX シリーズ（TKC）」

を選択し、[保存]を押下します。 
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2.2.4 固定値を設定する 

 

出力 CSV フォーマット詳細設定画面を開き、「FX シリーズ」に登録されている関与先コード、 

データ作成システム区分、借方科目コード、借方補助コード、貸方科目コード、元帳摘要を設定します。 

 

 本ソフトのシステム設定画面を開き、出力 CSV 設定の[修正]を押下します。 
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連携用の出力 CSV フォーマットについては、「フォーマット名」の修正はできません。 

 

 出力 CSV フォーマットの通知の[設定]を押下します。 
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 出力 CSV フォーマット詳細設定画面の固定値を設定し、[保存]を押下します。 

固定値については次ページ以降の通り設定します。 

 

固定値の設定は、下記の仕訳を想定しています。 

（借）電子記録債権／（貸）売掛金 
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コードの頭ゼロを除いた値で登録してください。 

 関与先コードの固定値について 

「FX シリーズ」の「関与先コード」を設定します。 
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 データ作成システム区分の固定値について（「FX2」の場合） 

データ作成システム区分の固定値は初期値として「999」が設定されています。 

 

お使いの会計ソフトが「FX2」の場合、設定済の値をご利用ください。 
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 データ作成システム区分の固定値について（「FX4 クラウド」の場合） 

お使いの会計ソフトが「FX4 クラウド」の場合、「FX4 クラウド」の「データ作成システム区分」を 

設定します。 
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「借方科目コード」には「1124」が初期設定されています。 

「1124」以外の借方科目コードを設定する場合にのみ、設定する必要があります。 

 借方科目コードの固定値について 

「FX シリーズ」の勘定科目「電子記録債権」に対応するコードを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 30 

 借方補助コードの固定値について 

「FX シリーズ」の勘定科目「電子記録債権」に対応する補助コードを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勘定科目「電子記録債権」を口座別管理していない場合（補助コードを利用していない

場合）、本項の作業は不要です。 
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「貸方科目コード」には「1122」が初期設定されています。 

「1122」以外の貸方科目コードを設定する場合にのみ、設定する必要があります。 

 

 貸方科目コードの固定値について 

「FX シリーズ」の勘定科目「売掛金」に対応するコードを設定します。 
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 元帳摘要の固定値について 

元帳摘要の固定値は初期値として「売掛金入金 電子記録債権」が設定されています。 

 

元帳摘要の固定値は「FX シリーズ」と連携した際に仕訳帳画面の「元帳摘要（仕入れ資産等の総称）」

に連携されます。 

仕訳帳画面の「元帳摘要（仕入れ資産等の総称）」に「売掛金入金 電子記録債権」を登録したい場

合、設定済の値をご利用ください。 

仕訳帳画面の「元帳摘要（仕入れ資産等の総称）」に「売掛金入金 電子記録債権」以外の文言を登

録したい場合、固定値に該当の文言を設定します。 
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No 固定値の項目名 固定値の初期値 設定値 

1 関与先コード 空 ・「FX シリーズ」関与先画面の「関与先コード」をコ

ードの頭ゼロを除いた値を設定 

2 データ作成システム区分 999 ・お使いの会計ソフトが「FX2」の場合、修正不要 

・お使いの会計ソフトが「FX4 クラウド」の場合、該

当の値を設定 

3 課税区分 0 ・当該仕訳が不課税取引の場合、修正不要 

・当該仕訳が課税取引の場合、「FX シリーズ」が定め

る課税区分※を設定 

※課税区分とは、取引が消費税法上どのような取引で

あるかを明らかにする区分。詳細は「FX シリーズ」

の操作説明をご参照ください 

4 事業区分 0 ・「FX シリーズ」の消費税情報で事業区分を入力しな

い設定の場合、または「課税区分」が「1」「11」

以外の場合、修正不要 

・上記以外の場合、該当の値を設定 

5 借方科目コード 1124 ・該当の勘定科目コードを設定 

6 借方補助コード 空 ・借方科目を口座別管理している場合、該当の値を設

定 

・借方科目を口座別管理していない場合、修正不要 

7 貸方科目コード 1122 ・該当の勘定科目コードを設定 

8 貸方補助コード 空 ・貸方科目を口座別管理している場合、該当の値を設

定 

・貸方科目を口座別管理していない場合、修正不要 

9 内、消費税等 0 ・当該仕訳が課税対象である場合、「1」を設定 

・当該仕訳が課税対象でない場合、修正不要 

10 消費税率 0 ・「内、消費税等」が「1」の場合、頭ゼロを除いた

消費税率を設定 

・例 1：消費税率が 8%の場合、「800」を設定 

・例 2：消費税率が 10%の場合、「1000」を設定 

・「内、消費税等」が「0」の場合、修正不要 

11 元帳摘要 売掛金入金 電子記録債権 ・「FX シリーズ」と連携した際に、仕訳帳画面の「元

帳摘要（仕入れ資産等の総称）」に登録する文言を

設定※ 

※仕訳帳画面の「元帳摘要（仕入れ資産等の総称）」

に文言「売掛金入金 電子記録債権」を登録する場

合、修正不要 

12 部門コード 空 ・当該仕訳が損益科目を使用している場合、かつ関わ

る部門数が 1の場合、該当部門コードをコードの頭

ゼロを除いた値を設定 

・上記以外の場合、修正不要 

13 部門数 0 ・当該仕訳が損益科目を使用している場合、1を設定 

・当該仕訳が損益科目を使用していない場合、修正不

要 

 

「（借）電子記録債権／（貸）売掛金」以外の仕訳を作成する場合は、固定値を下記 

の通り設定してください。 
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【参考】固定値の属性と桁数について 

出力 CSV フォーマット詳細設定画面の固定値について、各項目は半角／全角で設定可能ですが、下記以外の

属性と桁数で入力した場合、債権情報ファイル作成時にエラーが発生します。 

 

No 固定値の項目名 属性 桁数 必須／任意 備考 

1 関与先コード 半角数字 3 必須 頭ゼロを除いた値を設定 

2 データ作成システム区分 半角数字 40 必須  

3 課税区分 半角文字 2 任意  

4 事業区分 半角数字 1 任意 0～5を設定 

5 借方科目コード 半角数字 4 必須 1000～9999 を設定 

6 借方補助コード 半角文字 3 任意  

7 貸方科目コード 半角数字 4 必須 1000～9999 を設定 

8 貸方補助コード 半角文字 3 任意  

9 内、消費税等 半角数字 1 任意 0～1を設定 

10 消費税率 半角数字 5 任意※ 頭ゼロを除いた値を設定 

※「内、消費税等」が 1の場合、必須入

力 

11 元帳摘要 全角／半角 ※ 任意 ※全角文字は 2バイト／1文字、半角文字

は 1バイト／1文字として、あわせて 40

バイトまで入力可能（全角文字と半角文

字の混在可能） 

12 部門コード 半角数字 3 任意 ・頭ゼロを除いた値を設定 

・0～998 を設定 

13 部門数 半角数字 1 任意 0～1を設定 

 

 

 



 

 

 

 35 

【参考】出力 CSV フォーマット詳細設定画面の初期設定値 

No 項目 項目番号（カッコ内は固定値の値） 

1 CSV 項目数 34 

2 利用者 ID の自動設定有無 

3  利用者 ID の自動設定有無 

（通知先情報） 

自動設定しない 

4 利用者 ID の自動設定有無 

（義務者情報、権利者情報） 

自動設定する 

5 タイトル行有無 

6  タイトル行有無 設定しない 

7 出力 CSV 項目設定 

8  データレコード項目 

9  作成対象区分 - 

10 通知作成日 - 

11 通知先情報_利用者番号 - 

12 通知先情報_通知先名ｶﾅ - 

13 通知先情報_金融機関コード - 

14 通知先情報_金融機関名ｶﾅ - 

15 通知先情報_支店コード - 

16 通知先情報_支店名ｶﾅ - 

17 通知先情報_口座種別 - 

18 通知先情報_口座番号 - 

19 通知先情報_利用者 ID - 

20 合計件数（件） - 

21 合計金額（円） - 

22 データレコード区分 - 

23 義務者情報_義務者名 - 

24 義務者情報_金融機関コード - 

25 義務者情報_金融機関名ｶﾅ - 

26 義務者情報_支店コード - 

27 義務者情報_支店名ｶﾅ - 

28 義務者情報_口座種別 - 

29 義務者情報_口座番号 - 

30 義務者情報_利用者 ID 19 

31 権利者情報_権利者名 - 

32 権利者情報_金融機関コード - 

33 権利者情報_金融機関名ｶﾅ - 

34 権利者情報_支店コード - 

35 権利者情報_支店名ｶﾅ - 

36 権利者情報_口座種別 - 

37 権利者情報_口座番号 - 

38 権利者情報_利用者 ID - 

39 債権金額（円） 15 

40 支払期日 - 

41 譲渡制限有無 - 

42 記録番号 - 

43 依頼人 Ref.No. - 

44 電子記録年月日 4 

45 取消区分 - 
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No 項目 項目番号（カッコ内は固定値の値） 

46  データレコード項目（任意項目） 

47  関与先コード 1（固定値：空） 

48 データ作成システム区分 2（固定値：999） 

49 課税区分 7（固定値：0） 

50 事業区分 8（固定値：0） 

51 借方科目コード 9（固定値：1124） 

52 借方補助コード 10（固定値：空） 

53 貸方科目コード 11（固定値：1122） 

54 貸方補助コード 12（固定値：空） 

55 内、消費税等 16（固定値：0） 

56 消費税率 18（固定値：0） 

57 元帳摘要 24（固定値：売掛金入金 電子記録債権） 

58 部門コード 28（固定値：空） 

59 部門数 29（固定値：0） 
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【参考】出力ファイルフォーマット 

No 項目名 出力内容（※1） 備考 

1 
関与先コード 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定

画面で設定された値 

 

2 
データ作成システム

区分 

固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定

画面で設定された値 

 

3 レコード番号 固定値：1～999999999 の連番  

4 取引年月日 通知ファイル．電子記録年月日  

5 伝票番号 固定値：0  

6 証憑書番号 -（設定しない） 項目区切りのタブのみ 

7 
課税区分 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定

画面で設定された値 

 

8 
事業区分 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定

画面で設定された値 

 

9 
借方科目コード 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定

画面で設定された値 

 

10 
借方補助コード 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定

画面で設定された値 

 

11 
貸方科目コード 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定

画面で設定された値 

 

12 
貸方補助コード 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定

画面で設定された値 

 

13 小切手番号 -（設定しない） 項目区切りのタブのみ 

14 FILLER 固定値：0  

15 取引金額 通知ファイル．債権金額  

16 

内、消費税等 ①  固定値：0 

②  「取引金額」と「消費税率」より自 

動計算した消費税額の値※ 

（小数点以下は四捨五入） 

 

※出力 CSV フォーマット詳細設定画面

「内、消費税等」で 1を設定した場合、

「取引金額」は税込金額となるため、出

力ファイル「内、消費税等」に設定され

る消費税額の値は「取引金額」の税抜金

額を基に計算する 

①  出力 CSV フォーマット詳細設

定画面「内、消費税等」で 0

を設定した場合 

②  出力 CSV フォーマット詳細設

定画面「内、消費税等」で 1

を設定した場合 

 

17 

税額入力区分 ① 固定値：0 

② 固定値：1 

① 出力 CSV フォーマット詳細設

定画面「内、消費税等」で 0

を設定した場合 

② 出力 CSV フォーマット詳細設

定画面「内、消費税等」で 1

を設定した場合 

18 
消費税率 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定

画面で設定された値 

 

19 

取引先コード 通知ファイル．義務者情報の口座情報

（金融機関コード／支店コード／口座

種別／口座番号）に一致する取引先管理

情報．取引先 ID を自動設定 

一致する取引先管理情報が存在し

ない場合、0を設定する 

20 取引先名 -（設定しない） 項目区切りのタブのみ 

21 
実際の仕入れ日 

入力パターン 

固定値：0  

22 
実際の仕入れ 

開始年月日 

固定値：0  
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No 項目名 出力内容（※1） 備考 

23 
実際の仕入れ 

終了年月日 

固定値：0  

24 
元帳摘要 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定

画面で設定された値 

 

25 FILLER -（設定しない） 項目区切りのタブのみ 

26 資金大分類 固定値：0  

27 資金小分類 固定値：0  

28 
部門コード 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定

画面で設定された値 

 

29 
部門数 固定値：出力 CSV フォーマット詳細設定

画面で設定された値 

 

30 部門金額入力区分 固定値：0  

31 FILLER 固定値：0  

32 自動仕訳番号 固定値：0  

33 支払予定日 固定値：0  

34 回収予定日 固定値：0  

 

※1 出力ファイルはタブ区切りファイルとして出力されます。 

（出力ファイルフォーマットの詳細については「FX シリーズ」のヘルプをご参照ください。） 
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3 連携手順 

3.1 連携手順 

「FX シリーズ」と本ソフトの連携手順を説明します。 

操作手順 

 

 

 

 

操作方法 

3.1.1 通知ファイルを読込む 

 

本ソフトで電子記録債権取引システムからダウンロードした通知ファイルを読込み、「FX シリーズ」に読

込ませる債権情報ファイルを作成します。 

 

 本ソフトの通知確認画面を開き、作成対象に「受入債権一覧（発生・譲渡による受入）」を選択しま

す。 

 

 

3.1.1 

通知ファイルを読込

む 

【本ソフト】 

 

3.1.2 

通知情報を 

確認する 

【本ソフト】 

「受入債権一覧（発生・譲渡による受入）」を選択した場合、通知ファイルから

発生・譲渡の受入情報のみを抽出した受入債権一覧を作成します。 

読込んだ通知ファイルの権利者口座情報に、自身の口座情報（通知先情報の口座

情報）が設定されている債権を抽出します。 

3.1.3 

仕訳伝票を 

作成する 

（FX2 の場合） 

【FX2】 

3.1.4 

仕訳伝票を 

作成する 

（FX4 クラウドの場合） 

【FX4 クラウド】 

3.1.5 

仕訳伝票を 

確認する 

【FX シリーズ】 
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 電子記録債権取引システムより取得した通知ファイルを読込みます。 

[参照]を押下します。 

 

 

 

 [参照]を押下すると、ファイルを開くダイアログが表示されます。 

内容を確認する通知ファイルを選択し、[開く]を押下します。 
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 選択したファイルが対象ファイルに表示されます。 

[読込実行]を押下します。 

 

 [読込実行]を押下すると、確認ダイアログが表示されます。 

よろしければ、[OK]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「2.2.3 出力 CSV 設定を設定する」で設定した使用フォーマット名（連携用_FX シリ

ーズ（TKC））が表示されます。 

[OK]を押下後にエラーメッセージが表示される場合、トラブルシューティング「2.1.10 

連携エラー」をご参照ください。 
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通知確認表の作成時に出力されるファイルは下記の通りです。 

通知確認表    ：通知 YYYYMMDDhhmmss_確認表.xls 

債権情報ファイル ：通知 YYYYMMDDhhmmss_SLPxxx.slp 

 

 

 

 

 

 通知確認表の作成が完了すると、確認ダイアログが表示されます。 

作成した通知確認表の保存先を表示する場合、[OK]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保存先フォルダが表示されますので、通知確認表、債権情報ファイルが作成されていることを確認し

ます。 
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3.1.2 通知情報を確認する 

 

 出力された通知確認表を開きます。 

（通知確認表の詳細は、基本操作編「6.2.8.1 通知確認表（概要）」、「6.2.8.2 通知確認表」をご

参照ください。） 

通知確認表は、「概要シート」と「詳細シート」で構成されています。 

 「概要シート」には、各詳細シートにおける「出力ファイル」、「通知先情報」、「合計件数」、「合

計金額」の一覧が出力されています。 

例）通知確認表（概要シート） 

 

 

 

 「詳細シート」には、読込んだ通知ファイルの通知先口座情報ごとの詳細情報が出力されています。 

例）通知確認表（詳細シート） 

 

概要シート 

 

詳細シート 
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「詳細シート」は、通知先口座情報（金融機関コード／支店コード 

／口座種別／口座番号）ごとに作成されます。 

電子記録債権取引システムからダウンロードする際に、特定の通知先口座情報を 

指定した場合は、「詳細シート」が 1つだけ作成されることになります。 

出力ファイルも同様に、通知先口座情報の数だけ作成されます。 

作成対象が「受入債権一覧（発生・譲渡による受入）」を選択した際は、 

条件に該当する債権が存在した通知先口座情報のみ詳細シートおよび出力ファイルが 

出力されます。 

 

条件に該当する債権が存在しなかった通知先口座情報については、概要シートの 

「シート名」に「-（ハイフン）」が表示され、詳細シートおよび出力ファイルは 

出力されません。 
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3.1.3 仕訳伝票を作成する（FX2 の場合） 

 

「3.1.1 通知ファイルを読込む」で作成した債権情報ファイルを「FX2」で読込み、仕訳伝票を作成 

します。 

 

 

 

 「FX2」を開き、[日常業務]＞[他社システム自動仕訳の読込]を押下します。 

 

 

 

 

お使いの会計ソフトが「FX4 クラウド」の場合、本項の作業は不要です。 
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 [ファイル読込]を押下します。 

 

 「3.1.1 通知ファイルを読込む」で作成した債権情報ファイルを選択し、[開く]を押下します。 
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エラーが表示されている場合、表示されるエラー内容を確認してください。 

また、「2 連携事前設定」の設定が正しく行われているか確認してください。 

 「仕訳の完成度」が OK になったことを確認し、[一括読込]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通知ファイルの債権情報 
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債権情報ファイルを読込んだ場合、拡張子は下記の通り変更され、再度債権情報 

ファイルを読込むことはできません。 

変更前：通知 YYYYMMDDhhmmss_SLPxxx.slp 

変更後：通知 YYYYMMDDhhmmss_SLPxxx.slpYYYYMMDD 

 

 

「3.1.1 通知ファイルを読込む」にて複数の債権情報ファイルが作成された場合、 

本項の処理をファイル数分繰り返して受入を行ってください。 

 [一括読込]を押下すると、下記ダイアログが表示されます。 

よろしければ、[はい]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 [はい]を押下すると、下記ダイアログが表示されます。 

[OK]を押下します。 
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3.1.4 仕訳伝票を作成する（FX4 クラウドの場合） 

 

「3.1.1 通知ファイルを読込む」で作成した債権情報ファイルを「FX4 クラウド」で読込み、仕訳伝票を

作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 「FX4 クラウド」を開き、[仕訳連携]＞[他社システム自動仕訳の読込]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「3.1.1 通知ファイルを読込む」にて作成した債権情報ファイルは、 

事前に「2.1.5 データ作成システム区分を確認する」で設定した仕訳ファイルの 

格納先フォルダに格納してください。 

お使いの会計ソフトが「FX2」の場合、本項の作業は不要です。 
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「3.1.1 通知ファイルを読込む」にて複数の債権情報ファイルが作成された

場合、「今回読込」をファイル数分チェックしてください。 

 債権情報ファイルの「今回読込」をチェックし、[次へ（整合性チェック開始）]を押下します。 
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 整合性チェックが正常であることを確認し、[次へ（仕訳読込開始）]を押下します。 
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エラーが表示されている場合、表示されるエラー内容を確認してください。 

また、「2 連携事前設定」の設定が正しく行われているか確認してください。 

 

 

 

 

 

 「仕訳の完成度」が OK になったことを確認し、[確認終了]を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通知ファイルの債権情報 
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3.1.5 仕訳伝票を確認する 

 

「3.1.3 仕訳伝票を作成する（FX2 の場合）」もしくは「3.1.4 仕訳伝票を作成する（FX4 クラウドの

場合）」で作成した仕訳伝票を確認します。 

 

 「FX シリーズ」を開き、[日常業務]＞[仕訳帳]を押下します。 
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 該当の仕訳伝票を選択し、ダブルクリックもしくは[Enter]を押下します。 
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 仕訳伝票の内容を確認し、問題がある場合は本画面より修正を行います。 

（仕訳帳画面での修正方法については「FX シリーズ」の操作説明をご参照ください。） 
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一括請求 Assist® Ver.2 操作マニュアル 

連携編（FX シリーズ） 

2023 年 1 月 4 日 第 2.6 版 発行 
 

 

 

 

・本書の内容の一部あるいは全部（ソフトウェアおよびプログラムを含む）は、でんさいネット（全国銀行協会が提供する電子債権

記録機関）を使用する目的に限り使用できるものとします。 

なお、無断で複写・複製・転載・配布すること、および磁気または光記録媒体、コンピュータネットワーク上等へ入力することは、 

法律で認められた場合を除き、一括請求 Assist の著作者および販売者の権利の侵害となります。 

・本マニュアルに記載された内容、および本ソフトの仕様は改良のため、予告なく変更する場合があります。 

 


